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大会プログラムロ次
陶‡盆疹鶴⑫壇医 倉O05～2のO餞筆鑽鑢区大会
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大会プログラム

■会長・幹事懇談会 リーガロイヤルホテル3階「ロイヤルホール」

13:00

14:00

登録受付

(*13:20‐ 13:50の 間、音楽演奏をお楽しみください)

開会

大会副SAA松 中 修身

開会点鐘            ガバナー  神崎  茂

国歌斉唱、奉仕の理想

開会挨拶           大会委員長 鴻野員太郎

RI会長代理服部機次郎氏並びに来賓紹介

ガバナー  神崎  茂

ガバナー挨拶                 ク

RI会長代理挨拶 RI会長代理 服部裡次郎

14:30 パネルディスカッション「クラブ運営について」

コーデイ不―ター:第6組 ガバナー補佐 楢崎
パネラー:第1組   ク    長嶋

第5組   ク   播磨

第7組   ク   福本

第8組   ク   畑田

司会:地区代表幹事    高士

質疑応答

正博

貞孝

章一

桂三

雅次

15:30 大会決議案採決 決議委員長 井上 瑛夫

記念講演 「最新の国際情勢について」

講師:古森 義久

(産経新聞 ワシントン駐在編集特別委員兼論説委員
国際問題評論家)

閉会挨拶           大会副委員長 高田 知彦

閉会点鐘           ガバナー  神崎  茂

15:40

17:10

薇尚吻



大会プログラム

■家族のつどい  IJ―ガロイヤルホテル2階「ダイヤモンドルーム」

14

15

00

00

登録受付

(*14:20-14:50の 間、音楽演奏をお楽しみください)

開会              大阪西RC 高木  健
記念講演「みんなの幸せのために」

講師:江原 啓之 (ス ピリチュアルカウンセラー)

「生け花と音楽のコラボレーション」

演者 :未生流笹岡家元嗣/笹 岡 隆甫

ヴアイオリン演奏/伊藤佳奈子

来賓・海外クラブ紹介      ガバナー  神崎  茂
ガバナー挨拶                 ク

17:10 閉会 大阪リバーサイドRC 井上 隆晴

■Rl会長代理こ夫妻歓迎晩餐会
リーガロイヤルホテル3階「光琳の間」

17:15 登録受付

入場開始

開宴

開宴挨拶

歓迎催し紹介

司会 大会SAA 山内 康俊

18:05

18:35

RI会長代理服部裡次郎挨拶  RI会長代理

乾杯        コ・ホストクラブ会長

食事・歓談

閉会挨拶       ホス トクラブ会長

手に手つないで

服部裡次郎

垣内 康弘

北村 寅雄

48
20

20:30 閉宴



大会プログラム

■本会議 大阪国際会議場5階 メインホール

09:3
1 0:3

0 登録受付
開会                  大会SAA中 筋 一朗
開会点鐘                  ガバナー 神崎  茂
国歌斉唱              ソングリーダー 風間友香子
ロータリーソング斉唱「奉仕の理想」   ピアノ伴奏 安田 若代
開会挨拶                大会委員長 7';野 員太郎
ガバナー紹介              大会SAA 中筋 一朗
RI会長代理服部裡次郎ご夫妻紹介      ガバナー 神崎  茂
大阪府知事紹介
大阪市長紹介
壇上役員紹介
来賓祝辞               大阪府知事 大田 房江

大阪市長 闊  淳一

来賓紹介・海外クラブ紹介         ガバナー 神崎  茂
招待青少年グループ紹介
参加クラブ紹介             大会SAA中 筋 一朗
物故会員に黙祷               ガバナー 神崎  茂
ガバナー挨拶                ガバナー 神崎  茂
地tX現 況報告
RI会長挨拶               RI会 長代理 月腱部裡次郎
RI現況報告
休憩、昼食 (音楽演奏 アンサンブル・コロール ストリングカルテット)

表彰
ロータリー財団功労表彰      RI会 長代理 服部裡次郎
RI会長賞               ガバナー 神崎  茂
RI広報賞
意義ある業績賞
会員増強と拡大賞
奉仕への貢献に対する表彰
対外協カプロジェクト最高賞
ロータリー財団寄付優秀クラブ
ロータリー財団地区特別奉仕賞
ロータリー財団地区奉仕賞
米山奨学金寄付 1億 1千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 9千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 8千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 5千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 4千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 3千万円達成クラブ

米山奨学金寄付 2千万円達成クラブ
米山奨学金寄付 1千万円達成クラブ

米山奨学金寄付優秀クラブ

震災遺児里親クラブ表彰         ガバナー 神崎  茂
委員会報告
登録委員会                 委員長 岡  豪敏
信任状委員会                委員長 若林 紀男

選挙委員会                 委員長 柏木  尚

大会決議案上程               委員長 井上 嘆夫

大会決議案採択              ガバナー 神崎  茂
休憩

10:35

10150

11:00

11:15
11:23
11:25

11:40

13:45



大会プログラム

00 基調講演
「脳は若返るか」

15:40ガ バナーエレクト紹介
ガバナーエレクト挨拶
次年度ホストクラブ発表
次年度ホストクラブ会長挨拶

15:50 RI会 長代理講評
16:00記 念品贈呈

10 閉会点鐘

閉会

講師 養老 孟司

(東京大学名誉教授)

ガバナー

ガバナーエレクト

ガバナー

大阪南RC会長

RI会長代理
ガバナー

令夫人
RI会長代理

令夫人

直前ガバナー

神崎
岩田

神崎
安川

月R音Fネ豊次郎

服部 悦子

宮田 宏章

河西 計介

風間友香子
安田 若代

茂
一朗

茂

造

茂

三

宙

　

隆

茂

子英

崎

崎

神

神

月艮音lζネ豊次貞F

16:03閉 会挨拶             大会アドバイザー
ロータリーソング斉唱「手に手つないで」

ソングリーダー

ビアノ伴奏

ガバナー 神崎
大会SAA 中筋

お茶席 大阪国際会議場5階「カフェキューブサンク」

11:00～ 14:00 大会副委員長 秋山 圭市
(お茶席担当)

「裏千家高弟皆様のおもてなしをお楽しみください」

懇親パーティー 大阪国際会議場12階「グラントック」

16:30～ 18:00 司会 大会副幹事 鴻池 忠彦

ストリングカルテット
カルテット演奏

アンサンブル・コロール



国際□―タリー会長メッセージ

Dear Rotary Friends and Guests attending
the District 2660 Conference,

Monica and I send our warmest greetings to each and every one
of you attending this 2005-2006 District Conference. We wish
to express our appreciation for the dedication and hard work of
Governor Shigeru Kanzaki and Hideko who, along with the
District Conference Committee, have put together a program of
comprehensive Rotary information, fun and fellowship. We
hope that you will take this opportunity for fellowship,
broadening your Rotary Horizons and reaffirming your
commitment to Rotary and to the principle of Service Above
Self.
There are over 500 district conferences taking place around the
world. In light of fairness to everybody, Monica and I have
decided not to visit any of these conferences. I have, therefore,
invited Reijiro Hattori and his spouse, Etsuko, to represent us at
your District Conference. We hope that you will enjoy their
company and their messages during the conference.
I have asked Hattori to encourage you to reflect carefully upon
the ways in which we can demonstrate Service Above Self, as

we renew our commitment to this timeless message. With the
strength of our membership, we must continue our efforts to
fight hunger, ensure clean water, reach alliterate world and
provide education for everyone. In our ambition to work for a
better world, let's seek cooperation with other entities working
with the same issues. Let us together continue to show the
world the great leadership of Rotary International through
Service Above Selfl

Kind Regards,

Carl-Wilhelm Stenhammar
President, Rotary International

Presldent,2005-06

CARL‐WILⅡELM STENHAMMAR
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国際□―タリー会長メッセージ

2660地区大会に参加される

親愛なるロータリーの友人とゲス トの皆様ヘ

国際ロータリー会長

カール・ヴィルヘルム・ステンハマー

モニカと私より2005～ 2006年 地区大会に参加される皆

様にご挨拶申し上げます。包括的なロータリー情報、楽しさ、

親睦を大会委員会と共にまとめあげられた神崎茂ガバナ

ーと英子さんの献身的努力と激務に感謝の意を表明します。

皆様方におかれましては、この親睦の機会を通してロータ

リーの範囲を広げ、ロータリーヘの係わり合いと超我の

奉仕 (Service Above Self)と いう原理を再確認してい

ただくことを切に望みます。

世界中で500以上の地区大会が開催されます。皆様方へ

の公平の観点から、モニカと私はそのいずれにも参加しな

いと決めました。そして、貴地区大会への我々の代理とし

て服部程次郎氏とその奥様である悦子さんを招待するこ

とにしました。大会期間中彼らとの交友と彼らからのメッ

セージをお楽しみいただけることを切に願います。

時代を超えたメッセージである超我の奉仕を復活させ

ましたので、服部氏には貴殿がこの超我の奉仕を実証す

る方法について注意深く思案するよう促してくださいと

お願いしました。我々のメンバーシップの強さで、飢餓と

闘い、清潔な水を確保し、読み書きできる世界へ到達させ、

あらゆる人々へ教育を普及させることに我々は努力し続

けねばなりません。より良い世界のために働くという我々

の大志のために、同じような問題に取り組んでいる他の団

体との協力関係を模索しましょう。そしてお互いに協力し

て超我の奉仕による国際ロータリーの偉大なリーダーシ

ップを世界に示しましょう !

敬具

鷲
｀
‐

:111.:‐‐、11｀
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国際□―タリー会長代理挨拶

このたび、ご縁があって国際ロータリー 2660地 区のロータリ

アンの皆様、ご家族の皆様におめにかかれることとなりました。

まことに嬉しく存 じております。

私は、現在の2660地区がまだ266地区と呼ばれていたころに、

RI会長代理 として地区大会に参加 したことがあります。それは

1989年 (平成元年)3月 31日 (金 )・ 4月 1日 (土 )の ことで、地区ガバナ

ーは大阪RCの古田敬三さん、地区大会の会場は一日目は大阪ロ

イヤルホテル (当時)、 二日目はフェスティバルホールでした。

その頃のロータリーと、現在のロータリーとでは、その基本的

な奉仕の精神―超我の精神一、基本的な組織の仕組みは少 しも

変わっていませんが、ロータリーを取 り巻 く環境は大 きく変わ

っています。また、ロータリーの運営についても次第に変化 して

いるように見受けられます。日本の近隣諸国の多くは、16年前には、

まだ発展途上国或いは後進国として分類され、ODAの援助を受

ける側にありましたが、いまは躍進をとげ通貨危機を乗り越え、

アセアン諸国を中心に経済的連繋が進み、それぞれの抱える課題、

日標も大きく変化しています。したがって、それらの国における

ロータリーの位置、ロータリーの使命、活動機能は大幅に進化し

ています。

ひるがえって日本の社会。世相・国際的地位の変化、それに対

応すべき日本のロータリーの課題も大きく変わっています。ただ、

身近かな国内のことは、却ってその変化を見定めにくいのも実

情です。わたくしたちロータリアンは、冷静に客観的に社会的環

境の変化を見定め、これに適応するロータリーの課題を把握し、

時代をさきどりするロータリー活動を強く明るく展開していき

たいものです。それらのことについて今回の地区大会で皆様と

お話しを交わしたいと存じて居ります。

国際□―タリー会長代理

服部裡次郎

欝・



名

日

歴

職

月年

氏

生

学

現

国際□―タリー会長代理紹介

服部裡次郎

1921年 (大正10年 )1月 11日

慶應義塾大学 経済学部 卒業

セイコー株式会社名誉会長

セイコーエプソン株式会社名誉会長

株式会社和光取締役会長

国際ロータリー2750地 区諮問委員会委員(1994年～
)

東京銀座ロータリークラブ入会

東京銀座ロータリークラブ会長

国際ロータリー275地区ガバナー

ロータリー財団管理委員

ベネファクター

国際ロータリー理事

2002-03年 度RI会長指名委員会委員

RI会長エレクト諮問委員会委員

東京商工会議所 常議員

社団法人 日本経済団体連合会 理事

社団法人 日本工業倶楽部評議員会 会長

社団法人 アフリカ協会 会長

日本スウェーデン協会 会長

財団法人 交流協会 会長

財団法人 中東調査会 副会長

財団法人 日本ユニセフ協会 理事

学校法人 慶應義塾 理事・評議員

学校法人 津田塾大学 理事

The Asian lnstitute of Managementガ バナー(フ ィリピン)

ストックホルム商科大学欧州日本研究所 諮問委員(ス ウェーデン
)

勲二等旭日重光章 (日 本、1993年 )

藍綬褒章 (日 本、1983年 )

一等白象勲章 (タ イ、1990年 )

ストックホルム商科大学名誉博士号(ス ウェーデン、1992年 )

現   在

ロータリー歴

1960年

1974～75年

1980～ 81年

1987～ 89年

1993年

1994～ 96年

2000～01年

2003～ 04年

そ の イ也

勲   章

名 誉 学 位



ガバナー挨拶

ロータリー創立loO周年を終え、第二世紀の初めの年を迎え、

ステンハマーRI会長は「Service Above Se」 をテーマとして

識字率向上と水保全を強調事項とし、貧困、飢餓の救済に特

別な関心をもって奉仕活動を継続するよう提唱されております。

又、当地区としては「クラブの充実」と「職業奉仕について考え

よう」を掲げて全クラブが活発に活動を行って着々とその成果

をあげており、地区の会員数も8月 末現在で4,201名 と漸増して

おります。本年度地区大会はステンハマー会長のテーマを冠に

「Service Above Self-101」 を標題と致しました。

RI会長代理に元RI理事:服部裡次郎御夫妻をお迎えするこ

とが出来まして誠に光栄に存じますとともに、当地区会員一同

大いに喜びとしているところでございます。

大会第一日目は会長・幹事懇談会と致しまして「クラブの充実」

について研修を行い、又、古森義久氏の「最新の国際情勢に

ついて」のお話を伺います。

会長・幹事以外のロータリアンの皆様も出来る限り参加して頂

ける様、準備致します。並行して家族の集いでは、今御婦人方

に大人気のスピリチュアルカウンセラー:江原啓之氏に「みんな

の幸せのために」と題して心にしみるお話をお願いしております。

RI会長代理御夫妻歓迎晩餐会では華道未生流笹岡隆甫

氏の音楽と生け花の華麗なパフォーマンスをお楽しみ頂けます。

大会第二日目の本会議では、式典行事のあと、今話題の養

老孟司氏に「脳は若返るか」と題して講演をお願いしております。

国際□―タリー第2660地区
2005～ 2006年度ガバナー

神 崎   茂



ガバナー挨拶

お昼のお弁当と裏千家高弟によるお茶席もご用意しております。

本大会の企画運営は鴻野真太郎大会委員長、北村寅雄ホ

ストクラブ会長、垣内康弘コ。ホストクラブ会長、大富國正大会

幹事をはじめ大阪西RC、 大阪リバーサイドRCの大会関係者一

同全員参加でその準備を致しました。

ロータリー101年目の年の当地区大会にふさわしい意義ある

ロータリアンの祭典を楽しんで頂くようお願い致します。
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ガバナー略歴

氏  名    神崎  茂

生年月日   1932年 (昭和7年 )7月 10日

学  歴    同志社大学 神学部 卒業

職  歴

1957年3月   日本コルマー株式会社 入社

1989年6月   同社 代表取締役社長

2000年 6月  同社 代表取締役会長 就任 現在に至る

1996年4月  西日本化粧品工業会 理事 現在に至る

2005年 5月   社団法人大阪府工業協会 理事 現在に至る

ロータリー歴

1971年 12月  八尾RC入 会

1981年 7月   大阪西RC移 籍

1984～ 85年度 国際奉仕 委員長

1984～ 85年 度 地区 幹事 WCS委員会委員

1985～ 86年 度 地区 代表幹事 (中西正三ガバナー年度 )

1986～ 87年 度 地区 幹事

1988～ 89年 度 ロータリー財団 委員長

1990～ 91年 度 幹 事

1994～ 95年 度 規定。情報 委員長

1998～ 99年度 クラブ 会長

2001～02年 度 会員選考 委員長

2003～04年 度 職業分類 委員長

2004～05年 度 ガバナー補佐

ポール・ハリス・フェロー

ベネファクター

米山功労者 (マルチプル)

職業分類  化粧品



大会委員長挨拶

国際□―タリー第2660地 区
2005～ 2006年度地区大会大会委員長

鴻野員太郎

国際ロータリー創立lol周年の本年、第2世紀への記念すべき

第一歩を踏み出した本大会は、RI会長代理として服部程次郎様

をお迎えし、多くの会員、そのご家族の参加を得て開催する運びと

なりました。神崎ガバナー、北村ホストクラブ会長を始め、開催にご

尽力下さったすべての方々に厚く御礼申し上げます。

さて、ロータリー新世紀を迎える重要な期に当たり、カール・ヴィル

ヘルム・ステンハマーRI会長は、「超我の奉仕」を年間のテーマと

して唱えられました。これは1911年 に採決されたロータリーの精神

的バックボーンとなる標語であり、私たちロータリアンの思考を導き、

行動を促す極めて感動的なメッセージであります。会長自らが掲

げる強調事項「識字率向上と教育」「水保全」を始め、今、世界の

ロータリアンが取組むべき課題は山積みであります。私たち一人一

人が、改めてこのテーマを語る意味を真摯に問い、過去からの継

続を維持しつつ、未来へ向かって更なる奉仕活動へ邁進すべきこ

とを願って止みません。

こうした背景を受け、地区方針「クラブの充実」の一環として本地

区大会が開催されます。大会初日は会長・幹事懇談会として、「クラ

ブ運営について」のパネルディスカッション、及び古森義久氏をお迎え

し「最新の国際情勢について」と題した講演を行って頂きます。また

家族のつどいでは、今、ご婦人方に人気のスピリチュアルカウンセラー、

江原啓之氏の講演「みんなの幸せのために」を予定しています。さ

らにRI会長代理ご夫妻歓迎晩餐会では、華道家、笹岡隆甫氏による

生け花と音楽のコラボレーションをお楽しみ頂きます。2日目の本会議

では、厳粛な式典、話題の養老孟司氏をお招きして「脳は若返るか」

についての記念講演を行います。本地区大会が、皆様のご協力ご

尽力により、楽しく有意義に遂行されますことを深く祈念しております。



ホストクラブ会長挨拶

国際ロータリー第2660地区、2005～2006年度地区大会開

催にあたり、ホス トクラブを代表して一言ご挨拶申し上げ

ます。

RI会長代理服部裡次郎様、令夫人悦子様のご臨席を得

まして、元RI理事菅生浩三ご夫妻様、大会エイ ド吉川謹司

ご夫妻様、近隣地区ガバナー、地区外からも数多くのご来賓、

そして地区の大勢の皆様をお迎えして、盛大に地区大会が

開催されますことを大変嬉しく思いますと共に、ご参加 く

ださったすべてのロータリアンの皆様に心よりお礼申し

上げます。

本年度は、ロータリーの崇高なテーマであるService

Above Selfを 基に、地区方針「クラブの充実」を掲げて、次

世代に託し得る素晴らしいクラブライフの再創造を念願

しています。この趣旨に沿って大会初日には「会長・幹事懇

談会」が開催されます し、同時に「家族のつどい」も開催さ

れます。そして本会議では厳粛な式典に続いて、RI各種表

彰や講演が計画され、大会決議を発表するこことなってお

ります。

今大会は家族を交えて喜び合える大会としてみんなで

101年 目のスター トをしたいと思ってお ります。どうか年

に一度のロータリーの祭共に相応しい大会となりますよう、

コ・ホス トクラブの大阪リバーサイドロータリークラブと

共に、盛会裏に運営出来ますことを心から念じております。

ホストクラブ
大阪西□―タリークラブ会長

北村 寅雄



コ・ホストクラブ会長挨拶

101年 目を迎え、新 しい世紀への第一歩を歩み始めたロ

ータリー、国際ロータリー第2660地区の2005-2006年 度地

区大会にようこそご来会下さいました。ホストクラブの大

阪西ロータリークラブ共々心より歓迎申し上げます。

地区大会はロータリアンにとって、ロータリーを見つめ

直す絶好の機会であります。長期間にわたって準備されま

した魅力的なプログラムは、本日ご来会の皆様に新たな感

動と、それぞれのクラブの垣根を越えた、友情の広がりを

体験していただけるものと信じております。

私共大阪リバーサイドロータリークラブもコ・ホストと

して、楽しく有意義な大会となりますよう努めてまいりま

す。本大会の成功を祈念申し上げまして、ご挨拶とさせて

いただきます。

コ・ホストクラブ
大阪リバーサイドロータリークラブ会長

垣内 康弘

曖
「



生年月 日

学  歴

ガバナーエレクト略歴

1935年 (昭和10年 )3月 25日

大阪大学大学院

薬学研究科博士課程修了、薬学博士

米国アイオワ州立大学博士研究員

大阪大学薬学部教授

大阪大学付属図書館薬学部分館長

大阪大学評議員

大阪大学薬学部長

日本薬学会理事

日本学術振興会専門委員

大阪大学薬学部付属植物園長

日本薬学会近畿支部長

大阪大学停年退官

大阪大学名誉教授

薬効ゲノム情報 (株)取 締役会長

財)日 本食品化学研究振興財団 評議員

財)サ ントリー生物有機科学研究所 評議員

財)先端医療振興財団 技術評価委員会委員

社)生産技術振興協会 理事

社)日 本薬学会近畿支部 顧問

NPOお おさか大学起業支援機構 評議員

職  歴

1965`F9月

1980年 4月

1982年 12月

1985`F5月

1989年 6月

1991年 4月

1994年 4月

1995年 7月

1997年 4月

1998年 3月

1998年 4月

2002年 10月

国際□―タリー第2660地区
ガバナーエレクト

岩田 宙造

‐麟



ガバナーエレクト略歴

職業分類  教育

ロータリー歴

1984年 5月   大阪南RC入会

1996～ 97年度 社会奉仕担当理事

1999～00年度 国際交流委員会委員長

2001～02年度 国際奉仕担当理事

2003～ 04年度 会長エレクト

2004～ 05年度 会長

ポール・ハリス。フェロー

米山功労者 (マ ルチプル)

ベネファクター



大阪府知事祝辞

国際ロータリー第2660地 区の地区大会が盛大に開催さ

れますことを心からお喜び申し上げます。

1905年 にシカゴで誕生したロータリークラブは、この 2月

に創立100周年を迎えられました。今年は、次の100年 に向

けての第一歩となる年です。皆様には、さらなる飛躍を期

待申し上げます。

皆様は、「超我の奉仕」の精神に基づき、明るい地域づく

りを目指して、地域のニーズに応える様々な社会奉仕活動

を展開してこられました。また、全世界における識字率の

向上や水の保全などの人道的奉仕活動や、国際親善など、

国際社会においても幅広く活動を行ってこられました。こ

れまでの皆様の取組に深く敬意を表します。

これからの時代、行政だけでなく、地域、住民、企業が一体

となって、住みよい地域づくりに取り組んでいくことが求

められていますが、こうした中、皆様が先駆的な取組を進

めておられますことを本当に心強く思います。皆様には、

今後とも心温まるご活躍の輪をさらに大きく広げていた

だきますよう期待しています。

大阪には、人と人、地域と地域のつながりを大切にする

精神、公民協働によるまちづくりの伝統が、しっかりと根

付いています。私も、こうした良き精神、良き伝統を活かし、

生きがいのある豊かな暮らしができる大阪を目指してい

ます。今後とも皆様と一緒に全力で頑張ってまいりますの

で、引き続き大阪府政の推進にご理解、ご協力をよろしく

お願いします。

大阪府知事

太田 房江



大阪市長祝辞

国際ロータリー第2660地区大会が盛大に開催されます

ことを心からお喜びもうしあげます。

皆様方には、崇高なロータリアンの精神に基づき、多年、

地域社会の発展 と福祉の増進を図り、国際的な相互理解 と

友好親善の発展をめざして、幅広い奉仕活動を展開してお

られます。

近年、国際社会の平和と安定は大きな危機に直面し、内外とも

に社会経済情勢の激しく変化する中、「超我の奉仕」をテーマに

本大会を開催され、会員相互の連帯を強め、活動のさらなる発展

をめざされますことは誠に意義深く、神崎ガバナー、鴻野地区

大会委員長をはじめ会員の皆様方の御熱意と御尽力に深く敬

意を表する次第であります。

激動の時代に幾多の困難を乗 り越え、1世紀以上の歴史

と伝統を誇る国際ロータリーの果たされる役割はますま

す大きく、皆様方の一層の御活躍を期待申しあげます。

大阪市では、本年 7月 に行われた「ロボカップ 2005
大阪世界大会」をはじめ、来年の「世界バラ会議」、2007
年の「世界陸上競技選手権大会」など国際的なイベントを

招致開催 し、内外から多 くの人・もの。情報が集まり、新 し

い文化や産業を創造する活力に満ちた都市をめざしてお

ります。

また、時代の要請に応 じた様々な改革を進め、市政運営

全般にわたる総点検・見直 しを行い、市民から信頼される

透明性の高い市政の実現に全力で取 り組んでおりますので、

皆様方のお力添えを賜 りますようお願い申しあげます。

大阪市長

開  淳一



特別来賓・来賓・地区関係

(敬称略)

大 阪 府 知 事 大田 房江

大  阪 市 長 開  淳一

R I会 長 代 理

元  R I 理  事

大 会 エ イ ド

第2750地区ガ,(ナー・ガバナー会議長

第2590地区ガバナー̀ガバナー会副議長

第2540地区ガバナー

第2550地 区ガバナー

第2580地 区ガバナー

第2650地 区ガバナー

第2680地 区ガバナー

第2690地 区ガバナー

第2770地 区ガバナー

第2830地 区ガバナー

第2780地区パスト・ガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地区パストガバナー

服部橙次郎

菅生 浩三

吉川 謹司

市川伊三夫

金杉  誠

山田  昇

大竹 義夫

古宮 誠一

大久保 昇

石井 良昌

延原  正

森田 武司

笹森  剛

松宮  岡1

戸田  孝

廣瀬勘一郎

大森 慈祥

熊澤 忠男

服部 悦子

菅生 和代

吉川 房恵

市川 弘子

金杉 桂子

大竹 幸子

古宮八重子

大久保靖子

石井恵美子

森田 和美

松宮 滋子

戸田  操

大森 保子

(東京銀座)

(大阪北 )

(東大阪東)

(東京銀座)

(横浜西)

(大 曲)

(足利東)

(東京東 )

(京都西南)

(尼崎西)

(岡 山南)

(大宮北東)

(弘 前 )

(茅ヶ崎湘南)

(八 尾 )

(大阪西南)

(茨木、茨木西)

(守 口)



特別来賓・来賓・地区関係

(敬称略)

第2660地区パストガバナー

第2660地区バストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地区バストガバナー

第2660地区バストガバナー

第2660地区パストガバナー

第2660地 区直前ガバナー

第2660地区名誉顧問

第2660地 区Gエ レクト

第2660地区Gノ ミニー

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地区ガバナー補佐

第2660地区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー補佐

第2660地 区ガバナー夫人

中川 桂子

近藤 淑子

寺田 初子

井上美智子

若林 俊子

宮田 和子

岩田 善子

新谷 秀子

長嶋安規子

末田 壽子

森川由紀子

中川

近藤

柏木

寺田

井上

若林

宮田

古田

岩田

新谷

長嶋

高津

末田

森川

播磨

楢崎

福本

畑田

神崎

雅臣

尚

和之

哄夫

紀男

宏章

敬三

宙造

秀一

貞孝

嘉夫

正

勝

早~

正博

桂三

基L

英子

(大阪城南)

(千 里)

(豊  中)

(大 阪)

(千 里)

(大阪東)

(大阪北 )

(大 阪)

(大阪南 )

(池田くれは)

(池田くれは)

(高槻西 )

(門 真 )

(八 尾 )

(大阪堂島)

(大阪東 )

(大阪うつぼ)

(大阪城南)

早 二



RI現況報告

RI現 況 報 告
国際□―タリー会長代理

服音6裡次郎

皆さまロータリアンは、クラブ週報、ガバナー月信、ロータ

リーの友 (ま たはザ・ロータリアン)そ の他の刊行物や、ロー

タリージャパンWEBな どによって、RIの現況についてのニュ

ース、情報を十分にお持ちのことと思います。

国際ロータリー (RI)と いう組織は、ご承知のとおり、世界中

168ケ 国に散在する 3万 2千あまりのロータリークラブに

よって構成されています。従って「RIの現況」というのは、「そ

れぞれのロータリークラブが、現在どのように活動しているか」

という現況を包含するものと考えられます。RIの 現況という

のは、決して、今年度のRI会 長はどこの国の人か、今年のテー

マは何か、つぎの世界大会はどこで開かれるか、などというデ

ータだけのことではあ りません。RIの 現況をとらえるという

ことは、まず、自分の属するロータリークラブの現況を把握す

ることから始まります。自分のクラブの歴史、現在の会員数、そ

の内訳、奉仕活動の現況、課題など身近なところをしっか りと

頭に入れ身につけ、つぎに一歩を進めて地区の現況に眼を向

けるのが順序でしょう。これらの“周辺"情報は例会への出席、

クラブの奉仕活動、親睦行事への参加、近隣クラブヘのメーク

アップ、そして地区大会、地区行事への参加などによって、自然

に手に入ることでしょう。このような身近な“現況"に 興味と

関心を持ち、継続 してその情報を集積なさることをおすすめ

いたします。

さて、いわゆる「RIの現況」でありますが、ご承知のようにRI

の運営あるいはガバナンスの中心は、RI会 長を頂点とする理

事会(Board of Direcbrs)で 、常勤の事務総長(Gener」 Secretary)

がこれを支えています。理事会メンバーは、RI会長、次年度会長、

副会長等をふ くめて、全部で 19人 です。いうまでもなく、今

年度会長はスウェーデンのカール・ヴィルヘルム・ステンハマ

ー (Carl― Wilhelm Stenhammer)さ ん、次年度会長はニュージ

ーランドのウィリアム ボイド(william B.BOyd)さ んです。そ

の 19人の理事の国別をみますと、アメリカ人 6人、日本人 2
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人、スウェーデン人 2人 (会長を含む)、 あとは韓国、タイ、フィ

リピン、ニュージーランド(次年度会長)イ ギリス、フランス、

ドイツ、コロンビア、アルゼンチンから各一人です。

ご承知のとおり、日本からRI理事会に出ておられるのは、南

園義一さん(山 口県防府RC)と 重田政信さん(群馬県高崎北RC)

のお 2人 です。理事会メンバーのほかにRIに はさまざまな委

員会があ り、それらの委員会にも日本から多 くのロータリア

ンが参加していることは「ロータリーの友」8月 号で紹介され

ているとおりです。また、地区ガバナーは理事会メンバーでは

ありませんが、RIの役員 (o� cer)で す。日本国内 34地 区、3

4人 ガバナーもRIの役員 (o� cer)です。ちなみに、世界中のロ

ータリアン122万 人あまりのうち、日本人ロータリアンは

10万人あまり、約8%を しめています。これでみますと、日本

がRIに おいて占める地位、責任の重さが強く感ぜられます。

このように考えますと、“RI"と いうのは決して“遠 くはなれ

た存在"で なく、日本のロータリアンにとってきわめて身近な

ものであることがわかります。

さらに、わたくしたちは世界大会に出席 したり、外国のロー

タリークラブを訪問したり、留学生交換等の国際交流行事に

参加することによって“われわれのクラブによって構成され

るRI''の 実態、現況をよりよく実感することができることでし

よつ。

わたくしたちが、“自分のクラブの現況 "“ 自分の地区の現況 "

そ して全ロータリークラブの集合体である“RIの 現況 "を 知

ることによって、それぞれの抱える“問題点 "を 意識 し、“より

よきロータリーの未来"へ 向けての方策を探 り超我の奉仕の

歩みを進める糧にいた したいと思います。
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地 区現 況 報 告 書 2005年 10月 作成

(口)国際大会記念事業委員会

圏匿菫劉

成功を収めた第95回 RI国際大会 (関西)の記念事業「ロータ

リー・プロムナード」― ロータリーの散歩道― は大会会場でも

あった国際会議場、リーガロイヤルホテル前の堂島川護岸に設

置される遊歩道に行う植樹事業であります。

現在、完成迄には少 時々間を要しますが、市当局並びに中之

島高速鉄道(株 )<第三セクター>と、緊密なる連携のもとに工

事の進捗状況を見守っている所であります。

0クラブ奉仕部門
(1)クラブ奉仕委員会

○地区内各クラブでの2004年改正に伴う「クラブ定款・細則・

内規」改正作業について、相談、依頼事項や作業のお手伝

いを委員会で対応しております。

02007年規定審議会に関連して、RIより各地区ガバナー宛、

立法案の提出の要請があり、早速、ガバナー、地区規定審議

会代表議員 吉川パスト・ガバナーと今後のスケジュールの打

ち合わせを行いました。

①2005年 7月 15日各ロータリークラブ会長・規定情報委員長

宛「2007年規定審議会」への各クラブよりの立法案の提

出について。

②2005年 7月 20日 地区各委員会委員長宛当地区よりの立

法案提出について依頼。

③又、ガバナー補佐、ガバナー・エレクト、ガバナー・ノミニー

にも同状送付しました。

<2007年 規定審議会について>
暫定開催日:2007年 4月22日～28日 (シカゴ)

RIへ立法案提出期限:2006年 6月30日 (金 )
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当地区の提案ある場合地区大会で承認:2005年 12月 9日～10日

各クラブや地区立法案提出期限:2005年 10月 31日 (月 )

02004年 11月 RI理事会が地区リーダーシップ(DLP)の基本

概念をクラブ。レベルに適用し、効果的なロータリー・クラブの

管理の枠組みとしてクラブ・リーダーシップ・プラン(CLP)を承

認しました。このCLPに当地区としてどう対応するか、地区ク

ラブ奉仕委員会を中心に検討し、他地区の動向についても

情報収集中です。

①第2650地 区 DLPoCLP一体化して取り入れの方向で地

区・クラブ組織の改正案の内容が各クラブ宛説明が行わ

れました。

②第2680地 区 各クラブを規模別に分け、委員会編成の試

案作成。検討中です。

③2005年 7月 2日 (土 )合同地区委員会 (大阪YMCA会館)

特に当委員会から「CLP」 について内容・取り組み方等に

ついて発表した。

○会議

①2005年 8月 9日地区クラブ奉仕委員会 (ガバナー事務所 )

議題:2007年規定審議会立法案スケジュール討議。個人

情報保護法施行に伴う「ロータリー全国名簿」の取扱方

法について。CLPについてよく出る質問について、地区内

ロータリー研究会 (仮称)について。RI第27Ю地区提案「例

会メークアップ期間」について、検討。地区の法人化のRI

の承認について 等。

②2∞5年7月30日関西ロータリー研究会 (阪急ターミナルビル)

基調講演第2660地 区 大川直前ガバナー補佐「地区内ク

ラブの組織運営の現状と問題点について」講演された。

③2005年 9月 3日 (土 )地区会員増強セミナー (大阪厚生年

金会館)

④2005年9月 4日 (土 )第2650地区ロータリー情報委員会委

員長会議 (ホテル京阪京都 )

各クラブ状況情報交換を中心に行動するロータリー活動
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と奉仕をより深く考えようというテーマの下に開催され、

RI直前理事菅生浩三 当地区パスト・ガバナーは「ロー

タリークラブの活性化について」講演されました。その

中で今回のCLPについてこのプランをよく検討して、ク

ラブの基盤強化することにより、究極的にクラブを活性

化する手法として、RIが推奨しているものであるから各

クラブでは十二分に検討をするようおすすめする、と話

された。

⑤2005年 9月 7日 (水)地区クラブ広報委員長会議 (薬業年

金会館)クラブ奉仕委員会として、地区クラブ奉仕部門の

3委員会の連携強化と対外情報と同時に対内情報の重

要性を強調した。又CLPの採択、取り組み方について説

明した。

○地区卓話銀行の利用 8月 1日各クラブ宛案内送付。

卓話講師登録名簿の作成をした。一般講師30名  ロータリ

アン12名

○地区クラブ奉仕委員会 定期的に2ヶ月に一度の開催。

○ガバナー補佐会議 各クラブ卓話 IM各組幹事会への出

席 (各IM組ごとに1名のクラブ奉仕委員担当)

○他地区関係委員会との情報交換 (今期、特に規定審議会と

CLP関係)

(2)拡大・増強委員会

圏甕甕翻
○クラブ数 (2005年 9月末現在)  86ク ラブ

○会員数 (2005年 9月末現在)  4217名
(入会者数累計 91名 、退会者数累計 21名 )

○国際ロータリー3～4(A)ゾーン地区増強委員長会議

南園RI理事、渡辺RI理事エレクトをお迎えして

①「―主として退会防止について一」の講演会

②各地区の増強・退会防止のデイスカッション

○会員増強セミナー開催
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2005年 9月 3日 (土)於大阪厚生年金会館

(参加者)

神崎G。 亀岡2640地区PG・ 戸田PG

地区内全クラブの会長、増強委員長

①講演 :「会員増強―今なぜ会員なのか―」

講師―亀岡PG

②講演:「ロータリーの活カーそれは会員増強から」

講師一戸田PG

以上2つ のテーマで講演会を実施致しました。

○会員増強及び拡大月間 (8月 )

地区内8クラブより卓和依頼を受け委員会メンバーにて実施

優西亜□
02005年 11月 25日 (金)於東京

全国地区会員増強委員長セミナー

02005年 4月 10日 ,ガバナー補佐会議に出席

(3)情報・広報委員会

○クラブ広報委員長会議の開催

日時:2005年 9月 7日 (水)午後15時～17時

場所:薬業年金会館 601号室

各クラブより広報委員長の出席を求め、神崎ガバナーから、

ステンハマーRI会長の公共的イメージの推進と、広報活動

への参加の呼びかけがあり、荒井昨年度委員長より、昨年

度の報告として、各クラブと地区、ガバナー事務所それぞれ

の活動を吸い上げるパイプの整備をしたこと、時あたかもRI

100周年を迎え、当地区3大紙に15段の記念広告を実現し

たこと等が報告されました。中筋委員長より、本年の方針とし

て、各ロータリークラブが対外広報活動について共通の認識

を深め、効果的な広報活動のあり方。方法について研究、検

討を重ねるよう80数クラブの委員長方にお願いし、本年度は、

予算の関係から、昨年の記念広告を踏襲することは到底困

難ではあるが、この記念広告の企画実施を高く評価し、更に
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具体的な広報活動に発展させるべく各ロータリークラブにお

いても努力されたい旨をお願いし、若干の討論を重ねて閉会

しました。

匿正三菫彗
○なお、まだ準備中ではありますが、ロータリーの広報活動に関

する講演を適切な方にご依頼するべく検討中であります。

0職業奉仕部門
(1)職業奉仕委員会

○職業奉仕委員長会議

2005年 8月 27日 (土)(YMCA会館)～職業を哲学する～

大阪大学文学部教授。同大学副学長の哲学者。鷲田清一

先生に「働くことの意味」という演題でご講演頂きました。

数千年にわたって、人間は職業を選ぶ自由はなかったこと、

それが近代になって自ら職業を選べることになり、そこに個人

の意志と職業の意義が求められるようになった、というお話を

聞きました。楽しくて面白い「哲学と職業」のお話でした。

匿Ξ王国
○活動予定 (1)

～出前授業～

今年度もロータリアンの小学校。中学校への出前授業の推

進を、各ロータリークラブにお願いしております。

○活動予定 (2)

～「職業奉仕のお話」の冊子の作成～

ロータリーで、むずかしいとかわかりにくいとかいわれる職業

奉仕について、ロータリーの歴史。哲学・職業奉仕の実践例

など、いろいろな職業奉仕のお話を集めて冊子を作ります (フ

エル・アルバム形式にして増やしていきます)。

●社会奉仕部門
(1)社会奉仕委員会

圏匿彊吻
○地区社会奉仕委員長会議
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2005年 7月 19日 (火 )(ホテル阪急エキスポパーク「月光」)

神崎ガバナー、岩田ガバナー・エレクト、新谷ガバナー・ノミニー、

及び各クラブより社会奉仕委員長を迎えて、101名の参加。

○環境保全

①2005年 7月 11日 (月 )ATCグリーンエコプラザで開催の「な

にわエコ会議」委員総会に構成員たる神崎ガバナーの代

理として小林委員が出席した。

②「えこっとOSAKA」 2005年夏号を86RCへ配付。

③「なにわエコウエーブ」(なにわエコ会議情報誌)を86RC
へ配付。

④2005年 9月 1日大阪府知事からグリーン購入調査員の委嘱

があり、小林委員他が下記店舗に出向し、グリーン購入に

関する13項 目の調査を実施し、大阪府にその結果を報告

した。

・箕面市 鮮度店コーヨー箕面店
。枚方市 グルメシティくずはモール店

○交通問題

交通問題への取り組みのお願い

「秋の全国交通安全運動」広報用ポスターの掲出について

お願い、86RCへ配付。

○社会奉仕

① 献血運動の充実展開 (企業献血の拡大)

②「ダメ。ゼッタイ。」国連支援募金への協力 (薬物乱用防

止運動 )

③ 麻薬・覚せい剤乱用防止センターより冊子「KNOW」 の

86RC′ 酉ヽ己イ寸。

○人道的補助金

地区補助金の活用

2005～2006年度「地区補助金」の運用方針

地区補助金申請書(86RC積極的に参加)

個 の々プロジェクトの概要報告書

○献血について
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大阪府赤十字血液センター献血副部長 河相憲良氏より、献

血の現状についての報告がありました。2005年 の3月には在

庫 1日分という状況になったとのこと。現在は危機を脱したが、

今後も協力をお願いしたいとのこと。

○環境保全より、ノーマイカーデーコンテストの表彰が行われた。

100%達成 。門真RC
。大阪イブニングRC
。大阪淀川RC
・豊中千里RC
・八尾東RC

97%達成  ・大阪なにわRC
96%達成  。大阪中之島RC

○環境保全研修会の開催

「豊かな環境づくり大阪府民会議」から毎年表彰される「お

おさか環境賞」平成17年 度事業者部門大賞に佐川急便株

式会社が決定した。

平成18年 1月 23日 (月 )に大阪市此花区島屋4丁 目の同社関

西支社において環境保全研修会を開催する予定。

●青少年奉仕部門
(1)新世代含同委員長会議

地区の青少年奉仕部門に属する3委員会と青少年交換、財

団奨学金。学友、米山奨学、研究グループ交換の4委員会の

委員長によって構成される本会議は奉仕部門の枠を越え、新

世代という横糸を通してお互いに情報を交換し、より効果的

に活動が出来るようにとの役割を担っております。

本年度は本来の役割のほか、これらの委員会に関係するい

わゆるロータリー家族といわれる新世代を中心とした新クラ

ブの結成の可能性についての検討を始めております。

(2)青少年活動委員会

○少年少女ニコニコキャンプ

日時 2005年 8月 5日 (金 )～ 7日 (日 )

;定
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場所 大阪府立青少年海洋センター (岬町 )

ホストクラブ 大阪東ロータリークラブ

参加小学生 (高 学年)56名
ローターアクター    25名
登録ロータリアン  187名
今回のニコニコキャンプは大阪東RCと大阪東RACで実

施していただきました。

「力を合わせ元気いっぱい母なる海へ漕ぎ出そう」という

テーマのもと3日 間好天に恵まれ、楽しいニコニコキャンプ

でありました。

このニコニコキャンプの目的にローターアクトのリーダシップ

養成の実地訓練の場ということがあります、大阪東RACを
はじめ各ローターアクターが参加し、参加小学生のお世話

をして、最初はとまどいながらもしっかりとリーダとしての役

割をはたしていただきました。参加小学生も大変喜んでく

れました。大阪東RCのご尽力により、すばらしいニコニコ

キャンプを実施することができました。

○秋のライラ(初級、上級 )

日時 2005年 9月23日 (金 )～25日 (日 )

場所 大阪市立信太山野外活動センター (信大山)

ホストクラブ 大阪本町ロータリークラブ

初級参加者   62名
上級参加者    8名
参加チームライラ  3名 (上級修了者 )

登録ロータリアン 286名

今回の秋のライラは大阪本町RCに実施していただきました。

初級ライラは「自然とのふれあいから地球環境を考えよう」と

いうテーマのもと、酒井先生のご講演、自然観察、竹細工、と

自然と触れ合いながら、班別の団体行動をとり、テームヮーク

とリーダーシップの実習をいたしました。

上級ライラは、9月 10日 (土 )に プレキャンプとして、自然につい

て講習を行い、ライラでは3日 間テントにて自炊、野外活動を経
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験し、チームヮークと、場面場面で自発的にリーダになる実習

を経験しました。すばらしい結束がとれました。

そして、テームライラ(上級ライラ修了生)は初級ライラのプロ

グラム立案に参加し、実際、初級ライラを統率する役割を立

派に果しました。ライラが彼らに期待することは、企画力、実

行力、忍耐力の向上にあります。さらに新しい試みとして最

終日にロータリアンと参加ライラ生が「環境」について語り合

いました。今回は大阪本町RCのご尽力により、すばらしい成

果をおさめました。

○第1回クラブ青少年活動委員会正副委員長会議

日時 2005年9月 23日 (金)12:30～ 15:00

場所 大阪市立信太山野外活動センター (信太山)

参加者正副委員長 79名

参加地区委員   13名
各クラブより事前に提出していただきました本年度クラブ青

少年活動計画報告をまとめたものを、今後の青少年活動の

資料としていただくため配布いたしました。参考のため、その

うち数件につきまして具体的にご紹介いただきました。次回

の正副委員長会議はより活発に意見交換をしていただくた

めにライラワークシヨップを実施する旨お伝えし、その後ライラ

の記念講演に参加していただきました。

(3)□ ―ターアクト委員会

○クラブ数 23クラブ(2クラブ休止中)提唱クラブ26クラブ

○会員数  210名 (うち58名 休会2005年 9月末現在 )

○地区行事

地区献血 年2回 (2005年 7月 24日、2006年 2月 26日予定 )

地区連絡協議会 年2回 (2005年 7月24日、2006年 2月26日予定)

全国統一アクトの日(2005年 9月 11日 )

2640・ 2660地 区交流会 (2005年 11月 13日 予定)

世界RAC DAY(2005年 3月 19日予定)

海外研修 (研修先 RI地区3450香港 2005年 11月 4～ 6日予定)

新旧役員研修会 (2006年 6月予定 )
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年次大会 (於 :USJ、 2006年 5月 21日予定)

リーダーシップフオーラム・新人研修会 (2006年 6月 11日予定)

○ゾーン別連絡協議会

毎月末開催 (年 12回、うち2回 はローターアクト委員長と合同 )

○提唱・未提唱RC正副委員長会議

年2回開催 (2005年 7月 9日 。2006年 2月 4日予定)

○その他

少年少女ニコニコキャンプ 8月 5日～7日

秋のライラ 9月 23日～25日

インターアクト年次大会 11月 20日

(4)インターアクト委員会

報 告

○インターアクトクラブ数 7(メンバー数89、 顧問数19)

提唱ロータリークラブ数7(委員数37)

○研修 研修先 第3310地区 (シンガポール)

期間  2005年 8月 6日 (土 )～ 10日 (水 )

参加  44人
ホスト  金光八尾中学高等学校IAC

提唱  八尾ロータリークラブ

現地インターアクターとの交流および異国の文化を体感して

国際理解を深めました。
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〇年次大会   期 日 2005年 11月 20日 (日 )

会 場 相愛中学高等学校

参 加 130人

ホスト 相愛中学高等学校IAC

提唱 大阪ロータリークラブ

OSCRUM   No.31の 発行

発行予定 2006年 3月

発行部数 300部

担 当 四天王寺羽曳野丘中学高等学校IAC

提唱 大阪南西RC

O新入生歓迎会 期 日 2006年 6月 4日 (日 )

会 場 未定

参 加 110人 (予定)

担 当 相愛中学高等学校IAC

提唱 大阪ロータリークラブ

○その他 地域奉仕活動として学校周辺の清掃や、慰間。救

援募金活動などを行います。

●国際奉仕部門
(1)国際奉仕委員会

第7回 RI国際大会の最新情報が届いたのでガバナー月信

10月号に掲載、クラブ単位ではなく単独での参加者の為に

他クラブのツアーヘの合流を斡旋することを検討。

RI第 3ゾーン・セミナー(水資源・健康・飢餓救済プログラム)に

全面協力。

10月 1日 (土 )にロイヤルホテルにて150名 以上のロータリア

ンが参加し盛況のうちに無事終了。

RIと各クラブ間の情報伝達方法に関して引き続き委員会内

部で検討中。
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(2)世界社会奉仕委員会

国霊翌囲
地区世界社会奉仕委員会より7月 1日から10月20日までの中

間報告を下記の通り行います。

今年度の活動計画は活動計画書にて発表しておりますの

で省略いたしますが、今年度RI会長方針「水、保健、識字率

向上」に対する奉仕活動を重点的に行う予定です。

086クラブの今年度の世界社会奉仕活動についてアンケート

を実施し、IM単位に一覧表を作成した。又、活動未定のクラ

ブに対し、地区WCS委員会が調査した水、保健のプロジェク

トに協同参加の呼びかけを行っている(プロジェクトは以下に)

○委員会及び会議

①第1回地区WCS委員会 7月 13日 (木 )ガバナー事務所

②第1回クラブ世界社会奉仕委員長会議 7月 16日 (土 )薬

業年金会館

③第2回地区WCS委員会 8月 11日 (木)ガバナー事務所

財団財団人道的補助金委員会合同

④第3回地区WCS委員会 9月 14日 (水)ガバナー事務所

⑤Ⅲ第3ゾーン「水フオーラム」 lo月 1日 (土)リーガロイヤルホテル

を開催及び参加しました。

○第1回地区WCS活動現地視察調査 9月21日～9月27日 (7日間)

<カンボジア王国シムリアップ>
アンコールヮット遺跡より約30Km離れた貧しい農村 (3ケ所)訪間

④トルペンブ・トウノウル・ビレッジ 186家族917名

⑤タトウ・ビレッジ 205家族1036名

◎スワイッウ。ビレッジ 58家族291名 井戸68基

<ベトナム ホーチミン市>
ホーチミン市より130Km車で5時間離れた少数民族の小学
6校視察。

約900名 の子供 (小学生)に対し、貯水タンクと浄水装置が

必要を視察して参りました。
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現地の地区、水プロジェクトの実施予定は以下の通りです。

①カンボジア シムリアップの集落 井戸68基

②タイ国 バーントー村 貯水タンクと浄水装置

③インドネシア ステル村 水タンクとパイビング

④ミャンマー マンダレーパテインキ郡区 井戸約50基

以上のプロジェクトを地区及び活動予定の無いクラブと協同

で行う予定です。

(3)青少年交換委員会

圏匡麗轟

○長期派遣(2005年 8月 出発:11名 )

アメリカ  3名 カナダ  2名 ドイツ    1名
ハンガリー 1名 ベルギー 1名  ポーランド  1名
フィンランド 1名  フランス  1名

○ 長期受入(2005年 4月来日:1名 2005年 8月来日:11名 )

アメリカ  3名 カナダ  2名  ドイツ    1名
ハンガリー 1名 ベルギー 1名  ポーランド  1名
フィンランド 1名 フランス  1名  タイ     1名

○ 短期交換

派遣   3名 (アメリカ 2名、カナダ 1名 )

受入   2名 (アメリカ 1名、カナダ 1名 )

0ロータリー財団部門
(1)□ ―タリー財団部門委員会

当委員会はロータリー財団部門4委員会 (財 団情報。増進、財

団人道的補助金、財団奨学金。学友、研究グループ交換 )と

連携を密にし、地区全体の財団活動が円滑に機能するよう

な役割が要請されております。

本年度は各クラブにそれぞれの社会奉仕。国際奉仕活動に、

財団の人道目的のプログラムや教育的プログラムを出来るだ

け活用いただき、クラブ活動全体が一段と活性化することを

目標に当委員会の活動を進めております。
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一方 各種の財団活動プログラムを資金面でサポートします

寄付増進活動については、「年次寄付の目標金額は各クラ

ブで自主的に決めていただく」という財団本部の方針が前年

度に引続き発表されておりますので、その意味するところを

各クラブにご理解頂けるように努めております。

また、「すべてのロータリアンが毎年100ドル以上の寄付を」と

いうキャンペーンが、本年度も世界中のロータリークラブで展開

されておりますので、財団への寄付額が100ドル未満の会員、

毎年継続的に寄付をされていない会員に対し、財団への年

次寄付が各クラブの奉仕活動と密接に関連し、かつまたロー

タリー全体の活動にとっても重要であることを、地区財団セミ

ナーやクラブ財団委員長会議、そしてまた財団月間の卓話の

機会に一層のご理解とご協力を頂くようにしております。

(2)財団情報・増進委員会

□匿≡ヨ
02005年 8月27日 (土)  (ヴ イアーレ大阪)

財団セミナー開催、各クラブより会長、幹事、財団委員長が出

席し、地区より財団の活動状況、新しいプログラム・変更点に

いたる詳しい説明をする。また、ロータリー財団の現在の財

務状況を説明し寄付の増進をお願いした。

02005年 10月 22日 (土) (心 梅田研修センター)

クラブロータリー財団委員長会議開催に向けて各クラブに対

してアンケート調査を実施した。アンケート内容は、年次寄付、

および社会奉仕プロジェクトに関わる地区補助金についての

2点。委員長会議では、テーブルミーティング形式で行う。

02005年 11月

ロータリー財団月間に向けて、卓話のための資料を各クラブ

委員長に配布した。

(3)財団奨学金・学友委員会



地区現況報告書

国コ国

02005～ 2006年度派遣奨学生:11名 (うちマルチイヤー2名 )

の大半はすでに出国し、それぞれの国で勉強中。アメリカ、イ

ングランド、ロシア、イタリア、フランス、オーストリアと幅広く、国

際親善の目的を果たすことを期待されている。また、2005～

2007年度世界平和フェローの寺西悦子さんはオーストラリア・

クイーンズランド大学で学ぶべく出発準備中である。

○来日文化研修生 :本年度は3名 (3か月2名、6ケ月1名 )。 大阪

YWCA日本語学校で日本語を学びながら、日本の文化につ

いて学ぶ目的である。

Hu Chia―Yun(台湾)ホストクラブ 東大阪東RC 既来日

Wang Yi― Ling(台湾)ホストクラブ 大阪柏原RC 既来日

Gauvain,Michel(イ タリア)ホストクラブ 大阪北RC

02005～ 2006年度来日国際親善奨学生:1名 。

Draper,James Glynn(ア メリカ)ホストクラブ 大阪鶴見RC

02006～ 2007年度ロータリー財団国際親善奨学生8名 を6月

に選考した。

9月 3日 (土)に第1回オリエンテーションおよび歓迎会を開催した。

饉江董囲

OPSC(財 団学友)活動

奨学生候補の留学支援 (メーリングリスト、ホームページを通じて)

帰国奨学生の帰国歓迎会などの開催

財団月間での卓話協力

「PSCだより」「学友名簿」の発行

その他例会の開催、他の新世代との親睦会などを計画

○引き続き、2006～2007年度奨学生の第2回 、第3回 オリエン

テーションの開催。

02007～ 2008年度のロータリー財団国際親善奨学生および

世界平和フェローの募集と選考。

(4)研究グループ交換委員会

国コ囲
本年度交換先スエーデンRI第2390地 区への派遣チームメ
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ンバーとして厳正な選考の結果、派遣正式メンバー4名 (補

欠1名 )を正式に決定しました。

派遣時期  2006年 4月 2日 関空出発

2006年 6月 4日 関空着の5週 間

チームメンバー

金谷 美加さん (ホストクラブ 交野RC)

桂川 直子さん (高槻西RC)

永野 里美さん (大阪西RC)

松下 真希さん

補欠    神木 亜美さん

2006-7年度交換先

トルコ・アンカラRI第 2430地区との交換を正式に決定し、財

団本部に申請しました。

(5)財国人道的補助金委員会

□匿憂∃
02005～ 06年度人道的分野へのDDF配分額は、$123,000で

ある。これを地区補助金に $63,000、 マッチング・グラントに

$60,000配 分した。

プロジェクトの進捗状況 (10月 10日現在)

①地区補助金 (DiStrict Simp‖fied Grant)

1.大阪難波 子ども文楽支援事業        $1,500
2.大阪城 高齢者福祉施設への慰問音楽会    $800
3.箕面 自動体外式除細動装置(AED)を消防署に寄贈 Sl,500

4.大阪リバーサイドターミナル周辺及び街路の清掃活動 $1,100

毒十                               $4,900

②マッチング・グラント(Matching Grant)へ のDDF
l.茨木 インドネシア国立病院への回唇口蓋裂児手術支援 $3,000

2.豊中タイ、カンチャナメリヘの水確保のための水槽・浄化槽設置$5,000

3.大阪梅田 台湾の山村部での水資源改善事業  $5,000
計 $13,000
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ODDF使用報告

2004～05年度人道的分野へのDDF配分額は、$125,000で

ある。これを地区補助金に$60,000、 マッチング・グラントに

$65,000配 分した。

DDFの使用結果

①地区補助金 (Distrlct Simp‖ fied Grant)

1.大阪柏原 柏原市民病院の玄関花壇の植栽   $1,500
2.大阪城 日本語スピーチコンテスト        $1,220
3.大阪茨木 茨木養護学校にウオシュレットの寄贈  $1,500

4.大阪東 ダウン症の訓練養護施設に教材の寄贈  $1,500

5。大阪御堂筋北淡町震災記念公園に補助車椅子の寄贈 $660

6.大阪イブニング児童障害児施設(キンダーハイム)に遊具の寄贈$1,500

7.枚方―くずは社会福祉法人(わらべ会)にトランポリンの寄贈 $1,500

8.茨木東カンボジア・コンポントム州の学校に丼戸トイレの寄贈 $1,500

9.大阪平野ベトナム・ホーチミンの職業訓練センターにミシンの寄贈$1,500

10.東大阪東児童養護施設(生駒学園)の児童とふれあいツァー$1,500

11.池 田くれは独居老人とのふれあい広場    $1,500
12.大阪大淀福祉協議会の会員対象の心の安らぎ講演会 $1,500

13.四条畷 清滝トンネルに交通安全看板の設置  $1,500
14.門 真 市リサイクルプラザ(エコパーク)に図書の寄贈  $460
15.八尾中央 八尾市立病院のバス停にベンチの寄贈 $1,500

16.大阪梅田東重度障害者施設(かんでんエルハート)に模擬体験装具の寄贈$1,440

17.茨木西 茨木養護学校に体重測定機材の寄贈  $1,500

18。大阪梅田大阪教育大学付属小・中高校の校庭に「希望のりん司の植樹 $1,500

19.大阪そねざき児童養護施設(博愛社・四恩学園)の児童にクリスマスプレゼント $965

20.高槻東 芥川の堤防の植樹と清掃      $1,500
21.大阪北府立図書館の「視覚障害児文庫」に点字シールを貼った絵本を寄贈$1,500

22.大阪東南社会福祉法人(日本ライトハウス)に視覚障害者用のパソコンを寄贈$1,500

23.大東中央青少年野外活動センターに「実のなる木」の寄贈 $1,500

24.守口 3救運動(救助、救命、救護)の技能講習会の実施 $1,500

25.大阪南西障害者支援シンポジュームと少年少女合唱団のコンサート$1,500

26.守ロイブニング赤道ギニアの小学校に机、椅子の寄贈 $1,265
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27.中ノ島ベトナム・ダナンの病院に医療機材の寄贈 $1,500

28.大 阪中央 琵琶湖の環境保全講演会と清掃活動 $1,210

29.交野 防災活動のための四輪駆動車の寄贈  $1,500
30.大阪城南四天王寺の庭「極楽浄土の庭」で蛍の自然繁殖$1,470

31.吹田西ほかJR吹田駅近隣の片山ポケットパークに植樹 $1,500

32.池田日本伝統文化である「折り紙飛行機競技大会」の開催$1,500

33.大阪淀川社会福祉法人「博愛者」に子供文庫の寄贈 $980

34.大阪船場地域の小・中学校に作文を募集し、優秀作文の表彰$1,500

35.豊中南20年前のタイムカプセルの開封と新しいカプセルの埋設$1,500

36.大 阪住吉 大阪再生の森を創造する植樹   $1,500
37.大阪西北老人クラブ連合会の老人を対象とした講談会の開催$1,470

38.大阪阿倍野知的障害者が安全,快適に交通機関を利用できる徽章の作成と配布$1,500

39.高槻 手話の啓蒙活動と福祉講演会の実施  $1,500
40。大東 大東市立大東公園の中央入日に植樹   $980

日十                              $55,620

②マッチング・グラント(Matchlng Grant)の援助提供者側のDDF負担金

1.大阪東淀 バングラデシュX線診断装置    $10,660
2.豊中 タイ、バンコク・クロントイのリハビリ     $5,000
3.豊中 タイ、カンナチヤブリ野菜の農機具     $5,000
4.大阪西南 釜山障害児施設に屋外遊具     $1,555
5.大阪なにわタイ、カンナチヤブリ小児病院    $5,000
6.茨木西 タイ、バンコク、ラーシン病院に透析器   $2,950
7.大阪淀川 ラジャヒ癌センターに医療機材    $5,000
8.大阪梅田 釜山市少年院にスポーツ用具    $5,000
9.茨木 ジョクジャカルタの子どもに手術費     $5,000
10.大東中央 台中の学校給食         $5,000
11.大阪南西 ウランバートルの貯水タンク     $5,000

0米山奨学部門
(1)米山奨学委員会

$55,165

○米山記念奨学会への寄付 (2005年 7月～2005年 9月 )



地区現況報告書

普通寄付

特別寄付

¥11,426,250

¥5,181,500

合計     ¥16,607,750(前 年同期比 6■4%増 )

○ 米山奨学生(2005年度支給学生)

Y奨学生  34名  (博士課程18名 修士課程13名 学部課程3名 )

CY奨学生  3名  (博士課程)

合計    37名
出身国:中 国 20名、韓国 8名 、台湾 3名 、インドネシア 2名、

イラン、イタリア、ロシア連邦、ベトナム各1名

02006年度米山奨学生選考試験

米山選考委員会 2005年 12月 12日 (月 )於 :ガバナー事務所

面接試験   2006年 1月 15日 (日 )於 :大阪YMCA
最終選考会議  2006年 2月 8日 (水)於 :ガバナー事務所

○米山奨学生終了者歓送会

2006年 1月 29日 (日)  於:大阪厚生年金会館

○米山奨学生オリエンテーション

2006年 5月 18日 (木)  於:ヴィアーレ大阪



招待/青少年グループ

地 区 RA代 表

地 区 RA幹 事

地 区 RA副 幹 事

地 区 RA会 計

地区RA大阪北ゾーン代理

地区RA大阪中ゾーン代理

地区RA大阪南ゾーン代理

地区RA代表ノミニー

沢田 英士

佐々木 耕

秦野 智道

洲崎 優子

吉川美佐子

藤井佑希枝

北井 康久

黒田 直人

広畑健太郎

森 麻矢子

インタープ・タトグ・ラ
~ラ

金光八尾中学.高 校 顧間

幹事

副会長

相愛中学.高 校 顧間

会長

副会長

前田

木田

後藤

川西

元村

酒井

裕子

陽介

大輔

清史

恵梨

加奈

〈
ム
　
諮書
．　
　
　
　
　
　
　
〈バ

長 松本

事  中島

幡本

佐野

計 余田

仁孝

秀一

裕典

友美

佳子

財 団 奨 学 生 。文 化 研 修 生 。PSC

P S C 会 長

世界平和フェロー

2006～07年度奨学生候補

来 日文 化 研 修 生

1997～ 98年 度

1988～ 89年 度

牧尾 晴喜 (1999～ 00年度)

寺西 悦子

今中舞衣子

Yi Ling Wang江  憶伶 (台湾)

Hu Chia Yun胡 佳均 (台湾)

春田かをり

川中 紀子

□―ターア|ク トク|ラ ブ

GSEア
'し

ムニ会



招待/青少年グループ

2003～ 04年 度

2003～ 04年 度

2004～ 05年 度

井上 尚路

杉浦 功一

長島美由紀

ROT_EX

〈
不
　
司剛
　
〈
バ

長 福村

長  勇

計  斉藤

鴻仁

香織

真弦

青 少 年 交 換 学 生 (国 名 )

Saskia Kristin Langlotz
Erin McAulay
Sarah Rose

Emese Major
Jonathan Heugens
Igor Andrezej Zubrycki
Emma Akerman
Madeleine Josiane Buchaillet
Jade Willshaw
Samantha Michelle Anderson
Mark Bradt
Narinthorn Makkamolthan

(ド イツ)

(ア メリカ)

(カ ナダ)

(ハ ンガリー)

(ベ ルギー)

(ポ ーランド)

(フ ィンランド)

(フ ランス)

(カ ナダ)

(ア メリカ)

(ア メリカ)

(タ イ)

米 山 学 友 会

林 小微 (台湾)

塔  矧k中国)

活 振興 (台湾)

李 麗金 (台湾)

格 斌兵 (中国)

祝 柄倫 (中国)

王  蔚 (中国)



表 彰

■□―タリー財団功労表彰

宮田 宏章 (大阪北RC)

■RI会長賞 (2004～ 2005年度)

大阪東南ロータリークラブ

茨木ロータリークラブ

大阪本町ロータリークラブ

東大阪東ロータリークラブ

大阪うつぼロータリークラブ

大阪南西ロータリークラブ

■RI広報賞 (2004～ 2005年度)

大阪ロータリークラブ

■意義ある業績賞 (2004～ 2005年度)

大阪大手前ロータリークラブ

■会員増強・拡大賞 (2004～ 2005年度)

●最高の成長率を達成したクラブ

大阪フレンドロータリークラブ

●最多の新会員入会を達成したクラブ

大阪ロータリークラブ

●最高の退会防止率を達成したクラブ

東大阪東ロータリークラブ

■会員増強・拡大個人表彰 (2004～ 2005年度)

宮田 宏章 (大阪北RC)

■奉仕への貢献に対する表彰

橋本 秀雄 (茨木RC)

岡本 直文 (池田くれはRC)

古市  賞 (大阪北RC)

津江 孝夫 (大阪南RC)

田中和一郎 (吹田RC)



表 彰

■対外協カプロジェクト最高賞

茨木東ロータリークラブ

■□―タリー財団地区特別奉仕賞 (2004～ 2005年度)

く1万 ドル以上の大口寄付>

新井 文三 (大阪住吉RC)

■□―タリー財団地区奉仕賞 (2004～ 2005年度)

く年次寄付累計6千 ドル以上達成のMPHF>

吉川 謹司 (東大阪東RC)

野中一彦 (大阪城南RC)

平澤 久夫 (大阪北梅田RC)

飯田 順雅 (大阪難波RC)

■□―タリー財団寄付優秀クラブ (2004～ 2005年度)

<会員一人あたりの年間寄付上位3クラブ>

1.大阪中央RC    280.77ド ル

2.千里メイプルRC  277.38ドル

3.大阪そねざきRC  234.18ドル

■震災遺児里親クラブ表彰

大阪中央ロータリークラブ

大阪大手前ロータリークラブ

八尾東ロータリークラブ

新大阪ロータリークラブ

吹田西ロータリークラブ

守ロロータリークラブ

大阪中之島ロータリークラブ



表 彰

■米山奨学金寄付1億 1千万円達成クラブ (2004～2005年度)

大阪ロータリークラブ

■米山奨学金寄付9千万円達成クラブ (2004～2005年度)

大阪南ロータリークラブ

■米山奨学金寄付8千万円達成クラブ (2004～ 2005年度)

大阪東ロータリークラブ

■米山奨学金寄付5千万円達成クラブ (2004～ 2005年度)

大阪うつぼロータリークラブ

■米山奨学金寄付4千万円達成クラブ (2004～ 2005年度)

豊中南ロータリークラブ

■米山奨学金寄付3千万円達成クラブ (2004～ 2005年度)

大阪堂島ロータリークラブ

八尾東ロータリークラブ

■米山奨学金寄付2千万円達成クラブ (2004～ 2005年度)

大阪船場ロータリークラブ

大阪天王寺ロータリークラブ

■米山奨学金寄付1千万円達成クラブ (2004～2005年度)

高槻西ロータリークラブ

■米山奨学金寄付優秀クラブ (2004～ 2005年度)

1.箕面RC        56,806円
2.大阪イブニングRC  45,925円
3.大阪中之島RC    30,590円
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東

京

東

東

池

交

守

寝

大

大

大

大

大

大

里 メ イ プ ル

田  江

津

田

坂

西

槻

中

南

尾

東

倍

中

堂

阪

屋

　

阿
　
　
　
　
阪

阪

阪

阪

阪

(株)モトックス (東大阪東)

(※ 印はマルチブル、M印はメジャー )

東

　

央

阪

中

大

東

大

　

大

東

×松本 清一
※長田 定彦
※伊泊 規子
※安田 嘉雄

高林  茂
※山本 哲三
※村岡 万功

三木 武志
※藤原 英夫
※加納 真治
※山岡 信也
※常楽寺喜雄

X上 田 陽造
※上田
×本田
X柿木

吉村

国宗
※渋川

八馬
×
森

※
鈴木

※梶原

山村
※須崎

正義

員敏

清司

光央

範彰

予

功
菫 _

勝俊

孝彦

安徳

洋一

千早

熊本
×山下

瀬浦

正

博

勝弘

宏康

東 大 阪 中 央 X浅野 光男

×金子
×
寺西

※
中西

泰輔

太一

昇

東 大 阪 東

米曲動難警懸贅蒸議議懸驚1奪 1驚 :鶴爾書1議鶴饉|1進 11轟 1覇難lёl滝急0菌 : |ゝ



東 大 阪 東

東 大 阪 み ど り

東 大 阪 西

木

箕 面 中 央

屋   川

阪

朝田 正治

井上 善博

萱村 隆司

高落  努

阪田 克英

山本 朋子

松前 文章

杉森 隆志

石渡 善一

辻   茂

藤戸  寛

北井 孝彦
※井出 幸彦

佐藤 雄彦
※
島田 直弥

M龍田 宇内
※山口 和雄
※岩井 久史
X大森 保子
※吉田 昌弘
M木平 昌男
※加納 庸吉

奥  嘉隆
※山下 恵司
※中井満洲男
※上野 弘之
※田遠 正昭
※阪口  明
※菅野 忠彰

奥本 義昭

畑山  勇

鎌田 武信
※四方  修
※石川  正
※竹中 統一

野村 明雄
※山下 義一
※石黒 為三

※辻   正

横田 正明

岩本  忍

坂本 博一

山片 重房

小寺 史郎

城賀本 斉

清水 宏彦

川口 安幸

土井 健一

浜田 秀雄

味岡  賞
※
栗和田榮一

川上 卓男

嶋田  亘

表 彰

※木村

河野

金森

阪口

山本

松浦

森井

繁雄

剛士

洋

忠士

昌宏

島

平川 順敏

野村 悦子
M高島 政康
※前田 進輔
※
梅澤喜八郎

英

治

郎

夫

介

利

耕

卓

悦

啓

石井

谷垣

木

西

　

田

茨

茨

　

池

は

野

面

れく田池

交

箕

口守

　

寝

　

大

※橋本 善治  川尻 勝久

※橘高又八郎 M森  肇子

※森  茂寛
※谷島 淳郎
※芝野弘三郎
※南川淳之祐
※西村 是滋
※東  良三
※三浦 俊造
※石井 賢治

柴田五十六

X猪奥
M瀧瀬

年紀

尚峻

※前川

蔵田
※深田
※田代

辻本

茂

禎夫

清一

精作

容治

山上 武宏

小松 健男

増島 修二
X佃  孝之

山本 良一
※小長谷國男

大津 隆文

門田 守人

松岡

朝岡

延介

芳夫

上西左大信

辻 久美子

大 阪 阿 倍 野



表 彰

大 阪 阿 倍 野

大阪ちゃやまち

大 阪 中 央

大 阪 堂 島

大 阪 阪 南

大  阪  東

大 阪 東 淀

大 阪 平 野

大 阪 本 町

大阪イブニング

大  阪  城

大 阪 城 南

大 阪 城 東

大 阪 本自 原

辻川 圭乃

和田 弘堂
※奥  博行

松田 武士

鳥居 興彦
※横山 利夫
M西野 公庸
×
梨本 幸男

※酒井 偉雄
※後藤  稔
※小山 隆三

岡澤 元大
※西尾 忠朋
※堀   隆

堀内 清隆
M島 田喜代司
※
今岡 真義

M松浦 純男
※窪田  映

井上 裕貴
※岡本克持郎
※新垣 善男

藤野千代麿

百本 惇滉

井土 賢一
※
佐 木々多喜子

大道 一弘
※中村 和子
※古賀 省三
※石崎  昭
X檀野 隆一
※町野 勝康
※

'可

本寸 粛喜良「
※荒井敬一郎

三浦 康生
※山本 公平
※
菅生 浩三

※田中 一朗

※松本 雅郎
※西日 宗宏

南  隆明
※
幸田精一郎

※
伸庭 裕明

※南部 高志
※細田  壽

※
音村  修

壇 須寿雄
※播磨 政明
※
佐藤太一郎

X播
磨 章一

河野 利紘
※坂本 好男

天本 秀一 ※武田 秀孝

※
吉村

※青井
※林

孝文

隆

恭造

※清水
※石田

廣川

宏一

豊和

治

×又吉
※樋野

宗治

忠志

永井
※
佐伯

中谷

南賀
※片山

岸本

杉野
※谷岡

勝彦

和久

政史

正夫

松村 久雄
※早川清一郎

竹内  寛

高橋  守

河田 一彦
※荒巻

三宅
※
小西

中西

田中

×青山 峰数
※大橋 秀樹

中西 信博

※
吉矢 生人

※阪口 善雄
※山本 雅昭
※松平 佳敬
※長谷川吉弘
×和中  裕

美

次

正

之

正

篤

佳

勝

M遠田
※山口
※津和

白根

※黒松
※薦田

谷垣

義昭

寛

章雅

稔

克行

光

純徳

士

侃

一
治

人

恭

　

和

憲

成

大  阪  北



大 阪 北 梅 田

大 阪 御 堂 筋

大  阪  南

大  阪  西

大 阪 大 手 前

※高石 英二
※長谷川誠太郎

和氣  主
※岩津 陽介

表 彰

※秀平 吉朗
※白倉 孝雄

×
吉田 二郎

※越智 碩夫
※
神田章太郎

※
木下正二郎

丸尾 照二
※打垣内尚雄
※掛川 雅仁

小山 博記
※早石  誠

板山 勝奉

林 翰 佳

大飼 直之

泉 紀世史
※
前田 信夫

※山川 晴久
※山本 和雄

奥村 節子

田邊 陽子
※岡   亘
※寺西  陽
※
相崎 秀樹

※金高 好伸
※山本 博史
※大蔭 政勝

※沖見 圭祐
※今井達一郎
※池田  爆
※内藤 一馬
※阿部 一彦

今川 泰彦
※石川 彰一
※平岩 武雄

原田  渉
※上堀 博三

大櫛 克之

錦織
※小谷

草島

平田
※
鈴木

細川
※前田

;1「

公穂

雅利

慶一

国信

隆司

※山田紘一郎
※小八木規之
※田中 三男
※本田 和正

瀬川 美澄

北村 哲夫
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奥内由見子
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利雄

※原田太七郎

芝野 博文
※野村 泰弘
※佐々木 宏

小原 敏明

中村 不二
※島  伸彦
※荒石義一郎
※
松村 楠敏

※平野 誠治
※沖中 栄子
※
水谷  肇

※長谷川 進
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松谷 廣信
※植田  卓
※早川 謙一

佐戸 信男
X松岡 庄司

※山本
※浅桐

健三

紀元

明

子

行

八

佳

悦

辰

庄

本

部

橋

河

林

谷

高

中

淀

洲

北

　

南

大

咲

西

　

西

阪

阪

阪

　

阪

大

大

大

　

大

※内山
※高松
※西村

雅史

伸伍

障

乾
※杉元
×島野

一郎

一幸

秀行

場

橋

船

デいヽ

阪

阪

大

大

林 恰久雄
※神島喜典一
※福西 幸夫

高瀬久美子
M新酒  武
※中家 義明

三木

森本
※薮

一之

匡昭

英昭

大 阪 城 北



吉

江

橋

住

之

満

住

天

阪

阪

阪

大

大

大

寺

南

王

東

天阪

剛

大

大

表 彰

大 阪 そ ね ざ き

大 阪 鶴 見

大 阪 フ レ ン ド

大 阪 淀 川

千     里

千 里 メ イ プ ル

摂     津

新  大  阪

吹     田

吹 田 江 坂

岡本 孝子
※岩本 和久
※村上 高兄
※永江  淳

山崎  一
※中島 豊彦

梅本 知秀

金本恒二郎
※下宮 義弘
※山路 昌彦
※
中造 和夫

※
木村 行雄

田坂 新一

覚野 廣久
※浮舟 邦彦
※稲本 一夫
※小川 泰彦
※平山 博史
※後藤 洋治
※
奥澤 邦彦

※
植田 庸子

※竹下  隆
※木下 明之

安井  稔
M岡 田 義昭

奥谷 英夫

宮原 秀夫
※高尾  修
※岩城 邦廣

村木  茂
※
井上 義信

宮脇 一彦

新田 義興
※大山 武司
※
本田 育伸

※榎谷 信彰
※
芳賀  洋

※榎谷 忠治

革嶋祐理子
※大戸 道彦
※田中 成和
※奥   崇
※山本  誠

徳岡昭七郎

福原 哲晃
※辻  敏郎
※荒木 彰一

小田 泰清
※朝田 俊孝
※野崎 瞭一
M発  剛士
※小山 義之

松井 由子
※中澤 章好
※田邊 千尋

高良
※山本
※南川

※三野 文男
※前田 義雄
※北條 誠久

※音在 秀信

堤之柳太郎

志

一
茂

尚

喬

和

梅阪大 ※柿田 仁司
※大矢 善昭

佐藤 成憲

中西 藤和

東

ぼ

田

つ

梅

う

阪

阪

大

大 ※
斎藤

X浅野
※藤井

三上

大藪
※
岡本

※小谷
※山田

妻野
※飯原
※羽間

三谷
※川上
×中井

夜久
※長島

※山田

大川
※豆村

和義

治

賢治

二

史

隆

博

蔵

　

子

健

　

智美

芳教

弘

澄信

達也

光則

啓吾

勝昌

一裕

,告チ6

健

克宥

寛

※岩崎
X北垣

水島
X辻井

熙毅

次彦

洋

正房

河野 武夫
※
柴田  仁

※足立 善信
※福室 忠正

※田中 襄吉

※家村 武志 ※梶山 高志
(※ 印はマルチプル、M印はメジャー)

吹  田  西



槻

　

東

西

中

南

槻

槻

　

中

晰
味　
　
　
　
一口同
　
　
　
　
一日同
　
一口同
　
由薫
　
由菫

田  西

ノヽ 尾

八 尾 中 央

八  尾  東

阪本 勝彦
※由上 時善
※山口  誠

表 彰

※小林  哲

※服部 良治

坂口 道倫
※西村 忠雄
M丸 山 俊郎
※牧  正治
※長谷川暉郎

河野 通貞
※馬場 一雄
※
岡本 員弘

西野  修
※柏木 義文
※寺村 幸雄
※尾形 理一
※加藤  安

山根  登
※正田 常雄

柏原 干城
※吉村 清明
※武田 誠二
※林  明雄
※吉川日出子
※大熊  賓
※辻  吉和

森本  茂

矢野  昭
※小林 芳春

長谷川龍司
※北村 恭一

上西 利三
※齊城 正之
※
吉田 義行

※山本 昌市
※中川  膳

※松本

三井

邦夫

1青 ,台

港”
エ

際国阪大中由
一ヨ

※田中
※濱田

黒田
※杉本
※田中

竹二

英機

克巳

純吉

※山田 正雄
※福家  宏

※小倉 郁夫
※柳  雄二

※桑田タア子

池田 吉貴
※木村 久一

※真野 鐵生
※長澤 徳治

(※印はマルチプル、M印はメジャー )

□
=タ

リ‐財回への寄付 1

(ポール′ヽリスフェロー、※印はマルチフルポールソヽリスフェロー.B印はベネフアクター)

大

　

大

　

東

東

東 中 央

大   阪

※角井 吉彦
※山中 政治

大東 濃子

峠  松次
※安田 嘉雄

向井 伸太
※織田 宗輔

片山  大
※小崎 正雄
※松田 重夫

塩川正十郎

浅野 光男

木室 清一
※立岡 寛次

小菅  要

森田 康夫
※村岡 万功

井戸本忠彦
B山本 哲三
※郷田 清義

※森山 信一 ※杉井 清秀
B東村  博

岩本 静江  島田富美代

※川口
※坂井
※渋川

大島
※関
※山下

暢彦

孝彦

テ

康弘

文男

勝弘

東 大 阪 中 央
※百済 洋一



表 彰

東 大 阪 中 央

東 大 阪 東

東 大 阪 み ど り

東 大 阪 西

茨     木

森  豊一
B出

原 正秀

末吉  保

溝畑喜代美
B味

岡  賓

浜田 秀雄

岩本  忍

川口 安幸

河野 岡1士

西村 俊彦

坂口 忠士

清水 宏彦

谷垣 悦夫

山本 昌宏
※嶋田  亘
※大西 武治
※
梅澤喜八郎

※
菊山 逸夫

※
橋本 秀雄

※中西  勝
※増本  猛
B宮里 唯子

新谷 秀一

南  達治

森   久

※湯谷登末男

田中 哲男

山岡 信也

土井 健一

井上 善博

城賀本 斉

萱村 隆司

松前 文章

野村 悦子

阪田 克英

杉森 隆志

辻   茂

山本 朋子

西田 達生
※
市川 隆三

B高田 容子
※坂井 正純
※河原崎 篤
※高島  健

瀧川 理也
※
馬場 孝志

田中喜佐雄

富永 良太

大井 節子

小林 成共

原田 信男
B溝畑 正信

藤戸  寛

石渡 善一

金森  洋

北井 孝彦

松浦 利英

岡本 光夫

島  啓介

高落  努

山片 重房

横田 正明

藤原 史嗣
※
高島 政康

B栗和田榮一
※武智 義加

東

西

は

真

れ

木

木

く田

茨

茨

池

門

※橋本 陽二

古川  智

林  芳隆

吉田 逸郎

交     野  小菓 裕成  酒井 貞行 ※谷島 淳郎
B松本 道廣

く  ず  |よ   ※足立 恒雄  駕田  毅  首藤俊一郎

箕     面  林  喜英  山下 恵司  片山 三郎

岡内 重信  i音目瀬 尚峻

守     □  B阪日  明 B松尾 安彦

守ロイブニング  B向 山 唯己 B後藤 正伸

大     阪 ざ松田  甫 門田 守人 高橋 正哲
岩井  靖 ※立野 純三 ※吉川 邦英

※川田 達男

大 阪 阿 倍 野  ※左海 潤一  北村 幸郎 ※櫛田 雄一
B亀

井 龍彦

大阪ちゃやまち  ※
檜垣 誠次

(ポール‐′ヽリスフェロー、※印はマルチプルボール′ヽリスフェロー、B印はベネフアクター)



大 阪 中 央

大 阪 堂 島

大 阪 フ レ ン ド

大  阪  東

大 阪 城 南

大 阪 城 東

阪 柏 原

阪   」ヒ

大 阪 北 梅 田

ξ井原 員一
※高橋亜紀央

松田 武士
※藤本真一郎
※川崎 全司

岡田 一恵
※青井  隆

遠藤 彰三
※八木 春作
※島田喜代司
※田  晴重

奥  公男

廣森 達郎
※福本 毅平
※津和 章雅

西谷 雅之

岸田 清豪

井土 賢一

中嶋 或郎

米谷 仲行

中西 憲治
B山川善一郎

井上  孝
※
岸本健之亮

B中
條 雅嗣

※東  芳材
B岩 田 宙造

吉川 晃司
0瀬 川 美澄
※飯田 順雅
※山田 誠一

石山  登
※中丸 義昭
B南  克昌

井本 一幸

丹生 昭教

辻田 忠治
B松浦 貞夫

※北山 孝和
※竹村  明

酒井 公明
※福光 道太
※前川 久寿

高田 利美
※
堀   隆

※中西  滉
B春田貴代子
※
植村宏一郎

宮田 直樹
※藤江 正謹

※北  恭一

中谷 佳正

山崎 博史

薦田  光

表 彰

※中務嗣次郎
×田中 久雄

南  隆明
※堀内 敏道
※横山 利夫

X小濱 雅之
B伊藤 貞男

ξ吉原 保之

西野 博子

淀

野

東

平

阪

阪

大

大

町

グン

本

二ブ

阪

イ阪

大

大

也

生

章

哲

康

宏

岡

浦

田

西

三

宮

大

大

筋

南

堂御

阪

阪大

大

島

波

之

難

中阪

剛

大

大

※野中

南賀

さ佐伯
谷岡

一彦

勝之

篤次

正夫

米田 久子

河野員一郎

八木 一雄

※木下正二郎
※鈴木 忠夫

※長田伸一郎
※平澤 久夫

南 喜代春  宮川 征一
B錦織 達郎

※大地 庸元
B北橋茂登志
B絵川 長昭

小森 敏鑑

渡邊

呉本

尚資

利雄

わ

西

　

西

に

南

な
　
　
　
阪

阪

阪

大

大

　

大 松岡

森井

中川

庄司

繁夫

勝弘

今井
X神崎
B松中

元次

茂

修身

大 阪 大 手 前



表 彰

大 阪 大 淀

大阪リバーサイド

大 阪 船 場

大 阪 心 斎 橋

大 阪 城 北

大 阪 そ ね ざ き

※
橋本 尚三

※西尾誠一郎

八頭司 享
※藤田 正昭
※奥中 克治
※松井 素子
B前 田 葉子
※荒石義一郎
※岩城 本臣
※廣瀬勘一郎
※村井 史郎
※
管澤 龍二

B村井 史郎
※阪上 勝利
※清水 清一

岩佐  厚
※竹馬 忠雄

穐山 昌隆

廣田 敦善

松谷 豊子

三好えり子
※山田芙美江
※鶴田 正信
※革嶋祐理子

田中 成和

槙野 久和
※三好三郎丸
※山田 清隆
※中村 健輔
※貝塚  譲

辻  敏郎
※榛木登司雄

覚野 廣久

須田潤市朗

木野 廣一

濱田多喜男

植田 庸子

亀岡  勉

※野間 雅伸
※神崎 友次
B槙原 博樹

※東野
※岡本

※
古田

※高田
※中山

和穂

知彦

正隆

三

厳

間本

野

岩

矢

三

和

晃

政

洲

北

南

咲

西

西

阪

阪

阪

大

大

大

牧野 伸顕  成山  肇

※水谷  肇
※大喜多克己
※八木 洋子

※森下美恵子
※品川  潔
B小田 真弘

※西尾 隆善 ※大嶋 捷正

松田敬一郎
×
津乗 宏通

丸山龍太郎
B村上 自士

宮崎 史子

徳田  功
※中  明夫
※寺本美津子

2導早川 謙一
※小嶋 秀夫

後藤 喜司

江

吉

橋

之

住

満

住

　

天

阪

阪

阪

大

大

大

寺

南

見

王

東

鶴

天阪

阪

阪

大

大

大

東

ぼ

田

つ

梅

う

阪

阪

大

大

長尾 依子

竹尾  愛
※竜  佳代
※岡本 孝子

高井 道弘
※南川 和茂
※川本  浩
※保倉 賢造
B宇野  稔

植田 耕作
B井本喜代次

松岡 茂雄 中嶋 英貴

※後藤 洋治
※橋本 逸郎 ※的場 勝爾

※新井 文三
※石田 道夫
※小澤  満

山田 雅浩

大 阪 淀 川 笠本 義嗣  西崎 克由



表 彰

氏野  薫 ※白方 誠爾
※自山 鴻鍵 B大藪 芳教

大 阪 淀 川

千     里

千 里 メイ プル

大  阪

田

田 江 坂

田  西

槻

槻  東

槻  西

中

豊  中  南

豊中―大阪国際空港

豊 中 千 里

ノヽ      尾

八 尾 中 央

八  尾  東

竹内 隆夫
※中村  豊
B平 田 達男
※矢橋 弘嗣

水島  洋
※高尾  修

副島 良廣

石田 式ニ

※柴田  仁
B足立 善信
3X水谷 善博
※吉澤 欣一

青木 建雄

井伊圭一郎

橋本 光司
※西田 直弘

植木  賓
※古畑 時夫
※米田  真
※馬場 一雄
※榎原 嘉之
※木本 亮介
※奥村 量之

森本  弘

黒田 克己
※片山 哲玄
※東口 晏巳

井上 富夫

ょ大熊  賓
※八木清三郎

山田 達也
※岸上 億則

水本
※西本

徹

明文

新

吹
　
　
　
吹
　
　
吹
　
　
一日同
　

一局

高

豊

※上本  博

畳谷久仁子

※大枝  朗

夜久 尤宥

※大井  清 ※田中 茂晴

※新井  清

津田  守
※岩井 祐造

杉本 義弘

※榎谷 忠治
※郷上  勲
※今堀  幸

津久田康成

※畑田 耕一
B澤木 政光
※吉田日士光

中埜  肇
×西島 修蔵

畑中 裕昭

山根  登
※野中 志郎
B小倉 郁夫

楠瀬 允教
※木村千爾子

福盛

※山本

立花

尾山
B中谷
※林

中田
※長沢

康友

榮

佳枝

浩司

武男

明雄

良文

徳治

(ポール′ヽリスフェロー、※印はマルチプル.ポールブヽリスフェロー、B印はベネフアクター)



会長・幹事懇談会

パネルディスカッション

「クラブ運営について」
会場/リーガロイヤルホテル3階 ロイヤルホール

、日時/12月 9日 (金)14i30～ 15:30

第6組ガバナー補佐
コーディネーター

楢崎 正博
(大阪東RC)

第1組 ガバナー補佐

パネラー 長嶋 貞孝 (池田くれはRC)

第5組ガバナー補佐

播磨 章一 (大阪堂島RC)

第7組ガバナー補佐

福本 社 (大阪うつぼRC)

第8組ガバナー補佐

畑田  豊 (大阪城南RC)

地区代表幹事

司会 高士 雅次 (大阪西RC)



会長・幹事懇談会

記念講演

「最新の国際情勢について」

会場/リーガロイヤルホテル3階 ロイヤルホール

、日時//12月 9日 (金)15:40～ 17:10

産経新聞ワシントン駐在編集特別委員・論説委員
国際問題評論家

古森 義久

【出 身】 1941年、東京生まれ

【字! 歴】 1963年 、慶應義塾大学経済学部卒業。ワシントン大学ジヤーナリズム学科留学

【職 歴】 1963年 、毎日新聞入社。記者として静岡支局、東京本社社会部、外

信部を経て72年から南ベ トナムのサイゴン特派員。75年、サイゴン支局長。76

年、ワシントン特派員。81年、米国カーネギー財団国際平和研究所上級研究員。

83年、毎日新聞東京本社政治部編集委員。87年、同外信部副部長。同年に毎日新

聞社を退社して産経新聞に入社、ロンドン支局長。89年、産経新聞ワシントン

支局長。94年、同ワシントン駐在編集特別委員兼論説委員。98年 9月 から中国総

局長、産経新聞の31年ぶりの北京支局再開の責任者となる。2001年から現職。

【受賞など】76年、ボーン国際記者賞 (ベ トナム戦争終結時のサイゴン陥落報

道で)78年、講談社ノンフイクション賞 (著書『ベ トナム報道1300日 』で)82
年、日本新聞協会賞 (ラ イシヤワー核持ち込み発言報道で)93年 、日本記者ク

ラブ賞 (日 米関係報道などで)95年、日本雑誌ジャーナリズム賞 (中 央公論連

載『大学病院で母はなぜ死んだか』で)90年 から98年 、米国ウッドロー・ウイ

ルソン・フェロー

【著 書】 上記の他に『核は持ち込まれたか』(文藝春秋)『 日本はなぜ非難

されるのか』(集英社)『 アメリカの嘘と真実』(光文社)『国際報道の読み方』

(ネ スコ)『遥かなニッポン』(毎 日新聞社)『嵐に書く』(同 )『USA報告』(講談

社)『 ワシントン情報ファイル』(新潮社)『情報戦略なき国家』(PHP研究所)

『ヨーロッパの戦略思考』(同 )『 日米異変』(文藝春秋)『倫敦クーリエ』(同 )『世

界は変わる』(同 )『透視される日本』(同 )『 日中再考』(扶桑社)『北京報道700

日』(PHP研究所)『 日中友好のまぼろし』(小学館)『亡国の日本大使館』(同 )

『国の壊れる音を聴け』(恒文社21)『 ODA再考』(PHP研究所)『国連幻想』(扶

桑社)『外交破壊』(小学館)な ど多数。

【その他】 文藝春秋、中央公論、SAPIO,諸君 !、 ニューヨーク・タイムズ、ボ

ストン・グローブ、インディベンデントなどの誌紙に論文寄稿多数。フジテレ

ビ、TBS、 ニッポン放送、文化放送、CNN,FOX,PBSな どのテレビ、ラジオに
コメンテーターとして出演。家族は妻スーザン(米国人弁護士)

1罐ど
―
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家族のつどい

記念講演

「みんなの幸せのために」

ヽ

会場/リーガロイヤルホテル2階  「ダイヤモンドルーム」

日時/12月 9日 (金)15:00～ 17:10

スピリチュアルカウンセラー

江原 啓之

【略 歴】

1964年 12月 22日生まれ。東京都出身。スピリチュアル・カウンセラー。

世界ヒーリング連盟会員。

幼少の頃から数々の超常現象を経験。

和光大学人文学部芸術学科を経て回學院大学別科神道専修I類修了。

滝業、修験道の修行を重ね、北澤八幡神社に奉職。

1989年、イギリス留学で学んだスピリチュアリズムも取り入れ、カウンセリングを開始。

2001年刊行の『幸運を引きよせるスピリチュアル・ブック』が60万部を超えるベス

トセラーとなり、一躍人気作家となる。

その後、守護霊へのインタビューを記録した、『スピリチュアルメッセージ』シリー

ズや、『江原啓之のスピリチュアル子育て』、『スピリチュアル幸運百科』、『スピリ

チュアル夢百科』など立て続けに意欲作を発表。

著書の発行部数は500万部を超える。最新の書き下ろし『いのちが危ない!』 で

は、現代への提言として生きる意味を説き、ベストセラーとなっている。

テレビ・ラジオ・雑誌連載。講演会等でも活躍し、その愛にあふれた暖かいメッセ

ージは熱く支持されている。

また、2003年6月より東京を皮切りに2004年5月まで全国で開催された『江原啓

之スピリチュアル・トーク』は「癒しのエンターテイメント」として大絶讃を受けた。

本年度より美輪明宏氏の提言により「スピリチュアル・アーテイスト」としての活動

を開始、2005年 1月から3月 まで全国11都市で『江原啓之スピリチュアル・ヴォイ

ス』公演を行い、5月 には東京・渋谷公会堂で特別追加公演も開催した。

今後その活動の幅をますます広げてゆく予定である。
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RI会長代理こ夫妻歓迎晩餐会

「生け花と音楽のコラボレーション」

/歓
迎演目

会場/リーガロイヤルホテル3階 「光琳の間」

、日時/12月 9日 (金 )18:05～ 18:35

【内 容】

日本の伝統文化である華道と音楽 (ヴ アイオリン:62頁参照)の 華麗なるセッ

ションをお届けします。四季折々の自然美を慈しみ愛でる心から生まれた生

け花。悠久の時を経て人々の“視覚
‖
を楽しませてきた日本独特の技が、音楽と

いう
‖
聴覚

‖
と融合し、若く新しい感覚で見事な作品を紡ぎ、来るべきロータリ

ーの新時代を祝います。「視と聴」「和と洋」「動と静」…様々な要素が競い合い、

互いに感性を織りなす華麗なコラボレーションをご覧頂きます。

パーフォーマンス

笹 岡  隆 甫 (未生流笹岡家元嗣 )

【略 歴】

1974年京都生まれ。華道「未生流笹岡」次期家元。(財)日 本いけばな芸術協会評

議員。京都いけばな協会理事。京都大学工学部建築学科卒業。京都大学工学修

±。3歳 より当代家元笹岡勲甫の指導を受ける。2000年 京都大学大学院博士後

期課程を中退し華道に専念。1997年 メキシコ外務省迎賓館、1999年パリ・ユネ

スコ本部、2(Ю 2年 グァテマラ国家宮殿などにて、生け花パフォーマンスを展開。

2001年 人間国宝の狂言師茂山千作氏とのコラボレーション「花狂言」など、異

分野とのコラボレーションにも積極的に取り組む。

(財 )日 本いけばな芸術協会 評議員

京都いけばな協会 理事

立命館大学 非常勤講師 (い けばな)

京都造形芸術大学 非常勤講師 (日 本建築史)

NPO法人いけばなネットワーク21京都 理事

京都府主催「京都新世代いけばな展」実行委員

(財 )京都市芸術文化協会 会員

(社 )生活文化研究所「上方研究の会」常任幹事

【未生流笹岡の沿革】

大正初期 (1919年 )、 流祖、桃流斎竹甫により創流。バラ・百合など当時渡来した

植物を活かし、華道史上初めて「投入」「盛花」を集大成した。その作風は自然の

出生を重んじ、写実性に富んだものとして、今日まで大切に受け継がれている。

また、当代家元の編み出した流花「かきつばた」の技は、広く全国に知られる。

国
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RI会長代理こ夫妻歓迎晩餐会

音楽
ヴアイオリン演奏

伊藤佳奈子

【略 歴】

5才 より西川重三氏の手ほどきによリヴアイオリンを始める。

東京藝術大学音楽学部附属音楽高等学校を経て、東京藝術大学音楽学部器楽科

ヴアイオリン専攻を卒業。大学在学中より演奏活動を始める。

リサイタルをはじめ、シンフォニーオーケストラや室内楽でのコンサー ト活動、

スタジオレコーディングなどの活動を、日本をはじめ、海外でも行う。

現在、ソロヴアイオリニスト、自身のス トリングスグループ「Kanaス トリングス」

のリーダーとしてレコーディング、コンサー トなどで活躍中。

2004年 11月 21ロ ポリスターレコードよリオリジナルソロアルバム「to yOur Heart」

を発売 (販売元 :ユ ニバーサルミュージック)。

各地でライブ活動を行い、北海道放送、山陽放送、FM富士などTV、 ラジオ番組に

グス ト出演や山陽新聞、朝日新聞、茨城新聞、スポーツニッポン、日刊スポーツな

どにもとりあげられる。

またス トリングスアレンジ、作曲など作家活動も精力的に行っている。

【これまでの主なソロ活動、出演番組など】

NHK「 BSふ れあいホール」(ゲスト:マ ルシア)

フジテレビSMAP× SMAP(ゲス ト:南 こうせつ)

2005年 7月 、京都、西宮にて阪神淡路大震災復興協会10周 年イベントにて
コンサート(復興教会理事)

2005年 5月 25日 、東京オペラシティ・リサイタルホールでのソロコンサー ト

「Kana's wOrld」 を行う。

2005年 3月 24、 25日 、東京メトロ1周 年記念イベントのコンサー ト

「Metro Music Oasis」 を2夜連続で行い好評を博す。

テレビ朝日で放送の ドラマ 松本清張「黒車の手帖」に

ヴアイオリニストとして出演

SMAPXSMAP(フ ジテレビ)「 Respect 70's」 に出演 (ゲスト:イ ルカ)

フイール 5(東芝EMI)に TVド ラマ「冬のソナタ」テーマ曲を収録

フジテレビ金曜エンタテイメント(2004年 2月 放送)

ドラマ「滅びのモノクローム」に出演

ドラマ「滅びのモノクローム」に出演

第 37回 東京モーターショー(2003年 )の ダイハツステージにてソロ演奏、

及び、トヨタ クラウンのプロモーション映像のレコーディング

その他CM、 映画、ドラマのサウンドトラックなどレコーディング多数
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本会議・基調講演

基調講演

「脳は若返るか」

会場/大阪国際会議場 メインホール

、日時/12月 10日 (土)14:00～ 15:30

東京大学名誉教授

1‐1‐藤鷲養老 孟司

【略 歴】
日召和 1 2年

目召和 3 7年

日召和 4 2年

昭和 56年

平成 7年
平成 8年

平成 10年
平成 15年

平成元年 「からだの見方」(筑摩書房)でサントリー学芸賞を受賞

平成 15年 「バカの壁」(新潮社)で毎日出版文化賞を受賞

主な著書 :

「ヒトの見方」「からだの見方」「解剖学教室へようこそ」「考える人」(筑摩書房)

「唯脳論」(青土社)

「涼しい脳味噌、正続」「臨床読書日記」(文書春秋社)

「脳に映る現代」(毎 日新聞社)

「身体の文学史」「バカの壁」「死の壁」(新潮社)

「毒にも薬にもなる話」「まともな人」(中 央公論社)

「ミステリー中毒」(双葉社)

「脳と自然と日本」(白 日社)

「虫眼とアニ眼」(徳間書店)

「記憶がウソをつく!」 (扶桑社)

「いちばん大事なこと一養老教授の環境論」(集英社)

「養老孟司の“逆さメガネ"」 (PHP研究所)

「養老孟司 ガクモンの壁」(日 本経済新聞社)

「運のつき 死からはじめる逆向き人生論」(マ ガジンハウス)  ほか多数

神奈川県鎌倉市に生まれる

東京大学医学部卒業
一年のインターンを経て、解割学教室に入る 以後解剖学を専攻

医学博士号修得

東京大学医学部教授に就任

東京大学総合資料館長、東京大学出版会理事長を兼任

東京大学を退官

北里大学教授に就任 (大学院医療人間学科)

大正大学客員教授を兼任 (人 間学原論)

東京大学名誉教授

北里大学を退職
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本会議幕間演奏・懇親パーティー

ストリングカルテット

アンサンブル・コロール

【主な活動】

関西の音楽大学を卒業後ヨーロッパ各国へ留学していたメンバーを中心に、2004

年に結成した管弦楽 (四 重奏)の アンサンブル。

四重奏はもちろん、弦楽三重奏・弦楽四重奏・木管五重奏などいろいろな編成で活

動している。

四重奏では2004年 10月 に第1回 演奏会を、2005年 6月 には第2回演奏会を大阪にて

開催。その他弦楽四重奏では2004年 、京都府民ホール・アルテイー

2005年 7月 神戸新聞松方ホール・ホワイエコンサート、同年10月 にくぼそうEiホ ー

ルでコンサー トを行う。

2006年 1月 にも大阪でのコンサー トを予定している。

カルテット演奏

本会議幕間演奏
会場/大阪国際会議場5階 メインホール

日時/12月 10日 (土)12:30～ 13:00

懇親パーティー
会場/大阪国際会議場 12階  「グラントック」

日時/12月 10日 (上)16i30～ 18i00



本会議幕間演奏・懇親バーティー

【略 歴】

尾崎文子 (ヴアイオリン)

相愛高等学校音楽科を経て、2000年 相愛大学音楽学部を卒業。同大学卒業演奏会、

和歌山新人演奏会に出演。その後ポーランドに渡り2002年国立ショパン音楽院研

究課程を修了。ソコルニキにて「音楽の夏」室内楽フェスティバルに招待され出演

する。1988年和歌山音楽コンクール第3位。Tガジーナ、原田幸一郎、Cヘ ンケル各氏

の公開レッスンを受講。これまでに東儀幸、田辺良子、小谷公子、曽我部千恵子、K.

ヤコヴィッチの各氏に師事。現在、相愛大学非常勤演奏助手ならびに相愛オーケス

トラ助手。

本村みお (ヴアイオリン)

相愛大学音楽学部、同大学研究科修了。招かれドイツ短期留学を経て、同大学専攻

科修了。同大学卒業演奏会、なにわ芸術祭等、各種新人演奏会に出演。西宮市響、相

愛大学オーケストラとコンチェルトを協演。第4回KOBE国 際学生音楽コンクール

にて特別賞、第16回摂津音楽祭にて大阪21世紀協会賞、第21回 アゼリア新人演奏会

に出演し最優秀賞受賞。第4回 シマノフスキコンクール室内楽部門入賞など多数受

賞。これまでに加納千春、東儀幸、W.Hock、 小栗まち絵の各氏に、室内楽を林俊昭・

林由香子の両氏に師事。

谷口久子 (ヴィオラ)

札幌大谷短期大学卒業。専攻科、研究科でピアノを専攻 した後ヴイオラに転向。

2002年、相愛大学音楽学部 (ヴ イオラ専攻)事業。これまでに、イーストマン音楽学

校夏期セミナーin浜松、草津国際音楽アカデミー他の講習会等で、Wク ローズ、Jグ

ラハム、Bパ スキエ、Sコ ロー、JPヴ ァッサールの指導を受ける。2004年 プラハ

室内楽アカデミー参加。竹内晴夫、山本由美子の各氏に師事。

岡尾有紀 (チェロ)

4歳 よリピアノを、15歳 よリチェロを始める。相愛大学音楽学部卒業、同大学卒業演

奏会出演。同大学研究科修了。在学中、堤剛、B.グ リーンハウス、R.フ ラシヨー、Cヘ

ンケル各氏の公開レッスンを受講。2000年 よリポーランド国立ンヨパン音楽院研

究科に在籍し、2003年 デイプロマ取得。その後もAジ ェリンスキー氏の下で研鑽を

積み、2004年 帰国。これまでにチェロを北口晋行、斎藤建寛、Pノ ウ`ゼンプラッツの

各氏に、室内楽を林俊昭、林山香子の両氏に師事。



物故会員

奪`
「

し`
.―   ありし日のご活躍を偲び

謹んでご冥福をお祈り申し上げます
2004年 9月 1日～′2005年 8月 31日 黎

八 田  昌 三

能 瀬  俊 吾

長 野  賢 二

中 道  弘 美

西 村  定 男

水 町  叡

津 田 孝 美
おおつき ゆたか

ゃまもと しょうざぶろう

(豊 中 南 )

(大 阪 東 )

(千里メイプル )

(大 東 )

(大 阪 南 )
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出席クラブ
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大会登録数

大会登録申込集計 (第2660地区86クラブ)

クラ ブ名 10月末会員数 こ家族登録人数 比  率

大 東 55 14 0 2596
大 東 中 央 28 18 0 64%
東   大   阪 74 25 0 34%
東 大 阪 中 央 51 29 2 5796
東 大 阪 東 74 44 0 599る

東 大 阪 み ど り 35 17 4 49%
東 大 阪 西 59 23 4 3996
枚 方 45 15 0 3396
茨 木 31 24 0 7796
茨   木   東 45 21 0 47%
茨   木   西 33 15 0 45%
池 田 40 14 0 3596
池 田 く れ は 45 45 3 10096
門 首 32 32 0 10096
父 野 35 19 0 54%
香   里   園 25 25 0 1009る

く  す   |ま 55 55 4 1009る

箕 面 32 31 0 979る

箕 面 中 央 35 23 0 6696
守 口 61 39 0 64%
守 ロイブニ ン グ 27 9 3396
寝   屋   川 42 34 3 81%
大 阪 273 30 3 11%
大 阪 阿 倍 野 30 7 0 2396
大 阪 ち ゃや まち 19 19 10096
大 阪 中 央 35 0 5996
大 阪 堂 島 39 23 0 5996
大 阪 フ レ ン ド 19 11 0 5896
大 阪 阪 南 48 27 569る

大   阪   東 121 113 フ 9396
大 阪 東 淀 47 43 0 91%
大 阪 平 野 34 28 829ろ

大 阪 本 町 30 17 579る

大 阪 イ ブ ニ ン グ 21 8 0 3896
大   阪   城 15 13 0 8796
大 阪 城 南 68 44 0 659る

大 阪 城 東 48 37 0 7796
大 阪 柏 原 42 22 529る

大   阪   北 148 92 2 629る

大 阪 北 梅 田 42 27 64%
大 阪 御 堂 筋 15 0 41%
大   阪   南 139 141 フ 101%
大 阪 中 之 島 35 35 0 1009る
大 阪 難 波 53 15 2 2896

、大 阪 な に わ 37 19 3 51%

1会
員登録人数

59

37



大会登録数

11月 25日 現在

クラブ名 10月末会員数会員登録人数こ家族登録人数 比 率

大 阪 南 西 34 17 2 509る

大   阪   西 89 90 13 101%
大 阪 大 手 前 55 20 0 369る

大 阪 大 淀 49 13 2796

大阪リバーサイド 33 31 94%
大 阪 咲 洲 22 16 739る

大 阪 西 北 58 24 0 41%
大 阪 西 南 95 54 3 5696

大 阪 船 場 48 48 10096

大 阪 心 斎 橋 46 46 0 1009る

大 阪 城 北 65 29 0 45%
大 阪 そ ね ざ き 54 30 0 5696

大 阪 住 之 江 30 24 0 809る

大 阪 住 吉 41 41 3 10096

大 阪 天 満 橋 83 42 2 51%
大 阪 天 王 寺 28 28 2 10096

大 阪 東 南 51 26 0 5196

大 阪 鶴 見 42 20 48%
大 阪 梅 田 52 13 2596

大 阪 梅 田 東 36 17 47%
大 阪 う つ ぼ 46 21 2 46%
大 阪 淀 川 36 20 0 5696

大阪ユニパーサルシティ 24 11 0 46%
千 里 52 29 2 569る

千 里 メ イ プ ル 24 16 0 679る

摂 津 35 22 0 6396

四  条   畷 16 11 0 6996

新   大   阪 33 33 0 10096

吹 田 68 42 6296

吹 田 江 坂 44 22 0 50%
吹   田   西 49 40 0 8296

槻 51 19 0 379も

高   槻   東 45 22 0 49%
高   槻   西 34 16 47%

中 47 32 0 689る

豊   中  南 37 26 0 709る

豊中一大阪国際空港 28 20 0 71%
豊 中 千 里 36 25 0 6996

八 尾 86 63 4 7396

八 尾 中 央 31 21 689る

八   尾   東 43 21 4 49%
4241 2554 98 60%



大会役員

ガ バ  ナ 神崎  茂

大会委員長 鴻野員太郎

ア ドバ イ ザ ー  河 西  計 介

大 会 副 委 員 長  秋 山

福田

高田

圭市

俊雄

知彦 (大阪リバーサイド)

大 会 幹 事

副幹事

國正

道夫

忠彦

武治 (大阪リバーサイド)

大富

大塚

鴻池

藤井

大 会 SAA

副 SAA

中筋

松中

山内

一朗

修身

康俊

大 会 会 計 松尾 雅明

地 区 代 表 幹 事  高 士  雅 次

ホストクラブ会長 」ヒ村 寅1雄

コ・ホストクラブ会長 垣内 康弘 (大阪リバーサイド)



大会委員会

信 {≡
1狭 萎員会

長

員

委

委

5言こ 若林 紀男

塩谷嘉太郎

村川 武征

立野 純三

土井 孝夫

パスト・ガバナー(大阪東RC)

(茨木東RC)

(香里園RC)

(大阪RC)

(大阪東RC)

決 議 委 員 会

長

員

委

委

5言ユ 井上

矢橋

松本

川上

松中

嘆夫 パスト・ガバナー (千里RC)

弘嗣 (千里RC)

進也 (大阪北RC)

善司 (大阪平野RC)

修身 (大阪西RC)

長

員

委

委

貝 柏木  尚

青木禎一郎

吉川 忠章

安田 嘉雄

加登 敏夫

パスト・ガバナー (豊 中RC)

(大阪フレンドRC)

(東大阪東RC)

(東大阪RC)

(豊中RC)

長

員

委

委

J=l 中川

光信

小山

村上

章三 パストガバナー(大阪城南RC)

昌明 (大阪城南RC)

隆三 (大阪阪南RC
信 (大阪東南RC)

選 禁 委 農:会

表
‐
彰 委 員|:会



大会実行委員会

ガ バ ナ ー

大 会 委 員 長

ア ドバ イ ザ ー

大 会 副 委 員 長

大 会 SAA
大 会 副 SAA
大 会 会 計

地 区代 表 幹 事

神崎  茂

鴻野真太郎

河西 計介

秋山 圭市 福田 俊雄

高田 知彦 (R)

大富 國正

大塚 道夫 鴻池 忠彦

藤井 武治 (R)

中筋 一朗

松中 修身 山内 康俊

松尾 雅明

高士 雅次

事

事

幹

草百田

△〓
　
△
不

大

大

プログラム委員会

長

長

員

口貝

口員

委

委

副

委

鴻池 忠彦

西村真一郎

羽原 敬二

米田  猛

岩井

小川

孝明

哲男

桑森

山上

章

禾日貝1

小寺 隆弘

上田 茂久

河合

中川

吉嶺

司二

泰伸

武強

成

純

七

義

治

一
　

達

信

義

中

田

高

本

田

澤

足

松

野」

一

Ｉ

Ｊ

長

長

員

口員

口員

委

委

副

委

委

副

委

J言ユ

委 員

原田太七郎

高木  健

河口 貴賦

中安 敬人

佐戸 信男

三枝 輝行

谷口 憲二

寺西  陽

隆晴 (R)

友次 (R)

修 (R)

圭一 (R)

長

長

5言ユ

井上

ネ申山奇
:

苅田

石田

会:長 ・幹 事 懇 談

晩 会 ,‐家族‐プ ログラム



大会実行委員会

長

長

員

口員

一貝

委

委

副

委

岡  豪敏

上能喜久治 前田

樋口 雅久 冨

丹生 昭教 柿本

市田

池田

山田

横山

葉子 (R)

道雄 (R)

登 (R)

正 (R)

雅伸 (R)

季仁 (R)

田

間

々

肥

野

百

晃

彦

康

茂

裕

陽

長

長口員

口員

委

委

副

井本

野村

岡

オロ山奇:

後藤

甲斐

鴨谷

森井

中川

小野

辻田

一幸

泰弘

旦

秀樹

友俊

克宙

勝弘

逸二

忠治

秋山 圭市 乾  勝亮 (R)

委 ξ言こ 粟村 卓家

」ヒ4条:  禾含1自『

門川 博美

官部眺太郎

長野 泰之

大森 孝平

高野 有恒

吉川 悦正

清水 英文 (R)

江指  助 (R)

首藤 和夫 (R)

島田 誠二 (R)

槙原 博樹 (R)

藤井本一博 (R)

三

夫

清

繁

壕待 委員全
孝

二

一
晃

庄

龍

一

本

堂

方

原

松

新

北

山

長

長

員

一貝

口貝

委

委

副

委 小林 四郎 山口 義人

横尾 泰治

(R)大 阪リバーサイドRC

登 録・ 受 付
`

報 委::員 会

会 場 1委 員 会 |(本 会 議 )



大会実行委員会

委

副

委

員  長  芝野

委 員 長  西浦

員  福田

木越

博文

正勝

皓年

正司

須永

小出

薮野

哲生 (R)

賓一 (R)

功勝 (R)

委

副

委

員  長  松岡

委 員 長  前島

員  市川

大島

米川

庄司

浮

雅邦

徹

仁章

松井

伊藤

柿本

素子 (R)

定夫 (R)

円 (R)

垣内

長

長

員

口貝

一員

委

委

副

委

橋本

中西
人 -1+

フ オ

誠一

洋介

元次

三木

藤本

康弘 (R)

文雄 (R)

佳之 (R)

総 務 委 員 会

長

長

員

一員

口貝

委

委

副

委

福田 俊雄

吉村  健

大倉  臭

岡崎 恒雄

戸田鍾之助

鳥井 道夫

正隆 (R)

克,台 (R)

幸盛 (R)

和穂 (R)

茂 (R)

中山

奥中

中オす

古田

河野

(R)大 阪リバーサイ ドRC

表 彰 委 員 会

救
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会場案内図 (リ ーガロイヤルホテル)

2階平面図
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会場案内図 (リ ーガロイヤルホテル)
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会場案内図 (リ ーガロイヤルホテル)

3階平面図
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会場案内図 (リ ーガロイヤルホテル)
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会場案内図 (大阪国際会議場 )

5階平面図
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会場案内図 (大阪国際会議場 )

12階平面図
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十B2

―B6

会場案内図 (大阪国際会議場)
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□―タリーソング

奉 仕 の 理 想
作詞 前田和一郎 (京都RC)

作曲 萩原 英一 (東京RC)

奉仕 の理想 に集い し友 よ

御 国に捧 げん我等 の業

望 むは世界 の久遠 の平和

め ぐる歯車 いや輝 きて

永久 に栄 え よ

我等の ロー タリー



□―タリーソング

手 に 手 つ な い で

手 に手つ ないで

輪 は輪つ ないで

手 に手 輪 に輪

ひろがれ  まわれ

おお ロー タリア ン

作詞作曲 矢野 一郎 (東京RC)

つ くる友の輪

つ くる友垣

一 つ の心 に

おお ロー タリア ン

手 に手つ ないで

輪 は輪つ ないで

手 に手 輪 に輪

ひろがれ  まわれ

おお ロー タリア ン

つ くる友 の輪

つ くる友垣

世界 と共 に

おお ロー タリア ン
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隧なり奉仕

地区大会事務局

〒541-0052 大阪市中央区安土町1-5-11
トヤマビル東館6F(ガバナー事務所内)

丁EL 06-6264-2671 FAX 06-6264-2661
E― mail chikutikal@ri2660.gr.jp


